
 

1 

 

令和５年 第１１回文教厚生常任委員会会議録 

令和５年９月１２日 

 

○事 件 

  所管課報告事項 

（１）国保病院経営強化プランの策定について（熊石国保病院） 

（２）内科診療体制の変更について（熊石国保病院） 

（３）地方公営企業法適用（企業会計移行）に伴う関係条例等の整備について 

（環境水道課・地域振興課） 

（４）地方公営企業法適用（企業会計移行）に伴う繰入基準について 

（環境水道課・地域振興課） 

 

協議事項 

 （１）議会報告会の総括における担当事項について 

 （２）子育て支援に関する政策提言書の提出に向けた取り組みについて 

 （３）ケアラー支援条例について 

 

○出席委員（７名） 

   委員長 赤 井 睦 美 君       副委員長 佐 藤 智 子 君             

大久保 建 一 君            斎 藤   實 君             

関 口 正 博 君            倉 地 清 子 君 

黒 島 竹 満 君             

          

○欠席委員（１名） 

         能登谷 正 人 君 

   

○出席委員外議員（３名） 

議長 千 葉   隆 君             宮 本 雅 晴 君 

   牧 野   仁 君 

 

○出席説明員（８名）    

熊石国保病院事務長 福 原 光 一 君   熊石国保病院事務次長 小 池 克 明 君 

環境水道課長 三 坂 亮 司 君    環境水道課長補佐 作 田 知 宣 君 

下水道係長 佐 藤 農 之 君    下水道管理係長 西 野   了 君 

地域振興課長 野 口 義 人 君    地域振興課参事 小笠原 一 信 君 

    

○出席事務局職員 

事務局長 三 澤   聡 君       庶務係長 菊 地 恵梨花 君 

 



 

2 

 

 

 

〔開会 午前１０時０１分〕 

 

◎ 開会・委員長挨拶 

○委員長（赤井睦美君） ただいまより第 11回文教厚生常任委員会をはじめます。 

 

◎ 所管課報告事項 

【熊石国保病院職員入室】 

 

○委員長（赤井睦美君） 早速報告事項に入らせていただきます。 

 では国保病院より、国保病院経営強化プランの策定についてよろしくお願いいたします。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 

○国保病院事務長（福原光一君） 国保病院経営強化ブラン策定についてご説明いたします。 

 資料１をお願いいたします。国が公立病院の経営状況の改善と持続可能な病院運営の確

立を求めて、これまでに２度、病院ごとの計画と数値目標の策定を求め、当院も過去に計画

を策定してまいりました。この度の国が定めた経営強化プランのガイドラインについては、

医師、看護師等の医療人材不足や人口減少など、将来にわたり厳しい環境下でも医療を確保

できる最適な病院の規模や役割を見直しし、改めて明確化をして病院として存続できるプ

ランの策定を求めています。 

 また新型コロナウイルス感染症の対応に公立病院が期間的な役割を果たしたことから、

今後の感染症対策についても、平時からの取り組みを含めて概要方針を定めることとして

おります。当院は国が示したガイドラインを踏まえて建替事業を進めている中、現病院から

新病院へ、そして将来へ向けて持続可能な病院を目指しプランの作成をしました。項目ごと

に概要について説明いたしますので、議員皆様よりご意見を頂戴したいと存じます。 

 資料２、経営強化プランの対象期間は令和５年度から令和９年度までの５か年としてお

ります。３、経営強化プラン御概要について説明いたします。経営強化プランの内容につい

ては、国のガイドラインにそって大きく７項目に分けて策定しています。 

 一つ目は役割機能の最適化と連携の強化についてですが、６つ細分化して当院が地域と

医療圏域で果たす役割を定め、保有していく機能を活用した連携の構築について検討した

結果を記載しております。 

 特徴的なのが③機能分化・連携強化です。これまで当院が保有していた急性期病床を縮減、

ダウンサイジングし、地域の医療ニーズに対応すべく、新たに回復期医療を主たる病床機能

にする機能転換に取り組みます。ただし、急性期医療を継続する必要があるため、過不足の

ない病床規模に変更して対応してまいります。また、高度急性期治療や専門的な治療が必要

な患者については、八雲総合病院や函館市内の医療機関との連携によって前方支援してい

ただくことで対応して参ります。 
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 （２）医師・看護師等の確保と働き方改革として、医師看護師等の確保と、医師の働き方

改革への対応について検討した結果を記載しております。これまで同様に、常勤医師３名体

制を実現するため、引き続き全力で取り組みます。看護師については、条例改正を承認いた

だいた奨学金制度の周知と、看護師住宅の活用等で看護配置基準を満たし、人員の確保に引

き続き取り組みます。また、医師の働き方改革につきましては、令和６年４月施行される、

医師の時間外労働規制に対応してまいりますが、勤務時間数だけでは図れない負担につい

て十分に配慮して医師の健康管理に努めてまいります。 

 （３）経営形態の見直しとしておりますが、不採算地区での病院事業を継続するため、現

在の経営形態がより良い選択と考え、地方公営企業法の一部適用、財務規程のみ適用を維持

することとしております。 

 （４）新興感染症の感染拡大時に備えた平時からの取り組みについて、今般の新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大時の対応、また昨年８月院内感染集団発生、院内クラスターとい

う経験を踏まえて、かかりつけ医としての感染症対策について検討しております。 

 （５）施設、設備の最適化として、当院建て替え事業の経緯、新病院の施設概要について

記載しております。またデジタル化への対応については、特にオンライン診療の導入につい

て検討を重ねることとして、デジタル技術の活用を推進します。 

 （６）経営の効率化として、経営指標に係る数値目標を達成するための具体的な取り組み

について検討しております。特に新病院へ移行後、病床のダウンサイジングから料金収入の

大幅な減少を招くことがないよう、医業収益の増収と経費節減に向けた取り組みを記載し

ております。 

 次のページをお開き願います。プラン対象期間中の収支計画となります。経常収支比率、

医業収支比率、修正医業収支比率、修正医療収支比率等の数値目標を反映させた令和９年度

までの収支見込みであります。表下段（７）は経営強化プラン策定後の点検、評価、公表と

して国保病院運営委員会において、プランの点検と評価、変更等を行い、結果を公表するこ

ととしております。 

 以上７項目について検討を重ね、詳細はお配りしております、経営強化プラン本編に記載

しております。以上、簡単ではございますが、国保病院経営強化プランの策定についての説

明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（赤井睦美君） このことについて質問、ご意見ありませんか。 

○委員（関口正博君） はい。 

○委員長（赤井睦美君） 関口委員。 

○委員（関口正博君） 医師看護師等の確保と、働き方改革の部分でちょっと関連してお伺

いさせてください。医師看護師の確保、医師は総合病院、または出張医とかの対応が可能な

状態に当然していく。今もそうでしょうし、これからもそうだと思いますが、看護師不足に

対して、今回その奨学金の増額ですか、によってという対応を組まれましたが、そのほかに

何か手立てというんですか。看護師さんも本来であれば、八雲総合病院から連携強化しなが

ら融通していただくのも一つの手なんでしょうが、なかなか八雲総合病院も看護師不足が

あるでしょうし、熊石独自の取り組み、看護師確保へ向けた、というものも、やはりこれか
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ら先考えたときにはものすごく重要だと思いますが、その辺の対応は何かほかに考えられ

ることってないんでしょうか。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 

○国保病院事務長（福原光一君） 看護師不足の対応についてのご質問かと思います。医師

同様、またコメディカル同様、当院は人員の確保に大変苦慮している病院の一つです。 

 看護師不足については、先日条例改正、ご承認いただいた奨学金の貸付額の大幅な金額上

昇、これも大いに有効なものと考えておりますが、やはり待遇面、こちらの優遇措置という

のは大きく影響しているものと考えております。平成 27年度に特殊勤務手当で看護師手当

という特殊勤務手当を承認いただきました。月額３万円、国保病院に勤務する看護師に支給

される手当、こういったものも優遇面、対応面のところでしっかりと周知しながら看護師確

保に努めてまいります。 

 また、説明もいたしましたが、やはり住環境の整備が大きな課題になっていました。平成

26 年度に看護師住宅２棟４戸整備させていただきました。これの活用についても、すぐに

熊石で生活できる環境は大変大きな、看護師を確保するには大変大きな要因です。こういっ

たことも含めてしっかりとＰＲしたいと考えています。 

あと、人員もやはり少数のまま維持している。言い方変えたら少数精鋭ですが、やはり感

染の対応や、そういったことを考えたら、ある程度余裕を持った人員体制を確保する必要が

あります。そういった意味でも、若い養成学校にいる、若い看護師の獲得と併せて経験豊富

な年齢だと 40 代 50 代の経験豊富な看護師の獲得についても、しっかりと取り組んでいき

たいと考えています。具体的な方法がこれ以上にあるかといったら、なかなか難しいところ

ですが、ましてや熊石という、なかなか生活が困難な部分もある地域での勤務となると、や

はり当然、足が遠のくイメージもございますが、今後の施設基準、また看護師配置基準を満

たすためにも、また今いる看護師の負担軽減を図るためにも、しっかりと取り組んで看護師、

欠員がないように確保に取り組んでいきたいと考えています。よろしくお願いいたします。 

○委員（関口正博君） はい。 

○委員長（赤井睦美君） 関口委員。 

○委員（関口正博君） 過去に病院の方々とも、いろいろ話し合いさせていただいた中で、

国保病院の看護師さんはこれまた総合病院と違って、いろんな役割、生活支援から何からっ

て、どうしてもこれは田舎の病院という、地域の看護師の特殊性というんですか。通常の看

護師さんの仕事以外のことも多くこなしているということは、十分理解しておりますし、そ

んな中に新しい看護師さんを確保できたとしても、なかなかそこに馴染めない状況も、いろ

いろ考えられるので、この辺苦慮されると思いますが、熊石地域の中に資格を持った、看護

資格を持った潜在看護師という言い方になるのかなと思いますが、そういう方って、対象者

っていらっしゃるんですか。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 

○国保病院事務長（福原光一君） ＯＢ、ＯＧの方が数名いらっしゃいます。昨年８月に院

内クラスターが発生した際に、病棟のほうに看護要員が必要な物ですから、外来のほうが手
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薄になってしまったと。そういったときにＯＧの方にお声がけさせていただいて、短期間、

１ヶ月のみですが応援をいただきました。ただ年齢が 70歳を超えている方がほとんどでご

ざいますので、短期間、午前中という限定で快くお手伝いいただきました。これからも何か

あったときに声をかけさせていただきますって声がけはしていますが、あまり無理はさせ

られないって状況もありますが、良い関係性はできているのかなと。 

○委員（関口正博君） はい。 

○委員長（赤井睦美君） 関口委員。 

○委員（関口正博君） それでも本当に貴重な方々だと思いますので、そういう方々を大事

にしながら、看護師確保を進めていただきたいのですが、今回病院建設で、もちろんダウン

サイジングってところが大きくクローズアップされていますが、やっぱり人口２千人の町

に、これほどの大型病院の建設はなかなか今の時代珍しいものでもあるし、ましてやコロナ

後って言い方が適切かどうか分かりませんが、そういう感染症対策に取られた病院建設は、

これ意外に日本全国でも、今の段階ではまだ珍しい、コロナ禍の中で建てられる病院って対

策を施された病院建設ですから、一定数やはり僻地医療や医師も含めて、看護師も含めて、

興味ある方もいらっしゃって。ましてや働く環境ってものに対して、やっぱりものすごく敏

感になっている方々もいらっしゃって、これもまたチャンスととらえているのか、積極的に

建設そのものをＰＲ発信しながら、全国の方々に発信しながら、これがどの程度の効果なの

か分かりませんが、そういうことも一つ有効な手立てなのかなってことは、なんとなく思う

んですね。ただ、それを病院内だけで対応するもの大変でしょうから、今のＳＮＳとかを活

用してこういうふうに建ててる、今この段階まで来ました、こういう病院になりますという

のをしっかりと発信していくのも大事なことなのかなと思います。 

 それで、たとえばこういうところに、そういうＰＲする部門、ＳＮＳを活用してＰＲする

部門を地域おこし協力隊の方々にお願いするだとか、そういう方法っていうのは、とれない

もんでしょうかね。せっかくの機会だから、もっともっと熊石地域のことも、熊石国保病院

の新築のこともＰＲするのもありなのかなと思いますが、その辺どうですか。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員がおっしゃるとおりですね、まだまだＰＲの部分は

少ないのかなと。もっとも反省すべきは、地域の方々の情報がまだまだ少ないって点が指摘

されています。ですので、その辺のＰＲについては、地元の支所だよりを通じて広報活動を

することを合わせてＳＮＳの部分、看護師さんたちの職を探すときの携帯電話のＳＮＳ、そ

ういったものを主に求人票を利用していて、そういったものに対応する何かしらの●●が

必要だというのは、院長も前々から提案しておりました。なかなか我々、事務方の知識も不

足していて、病院のホームページを更新するのに手いっぱいで、たとえばインスタグラム、

Facebook、Twitter、そういったものを何かしら活用したいなと。プランにもデジタル化へ

の対応というのがありまして、診療の支援というところで提案しておりますが、広報支援活

動、広報活動もＳＮＳを利用したものについては前向きに検討していきたいと思います。 

 事務方はなかなかなので、地域おこし協力隊というお話が今ありましたが、その辺はです

ね、考えていきたいと思います。 
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○委員（関口正博君） はい。 

○委員長（赤井睦美君） 関口委員。 

○委員（関口正博君） 是非、お願いしたいと思います。事務所のインスタって言葉が出ま

したが、本当に若い人、若い方々、そういう媒体普通に使っていますので、看護師さん、若

い看護師さんの方々もそういう情報は、瞬時に見れるって意味では、非常に有効な手段でし

ょうし、そういうものを活用しながら、熊石地域においてはこの病院、産業、という視点と

いうのも必要で、そこを中心に町をまたなんとか維持していく、病院を維持することもそう

だけれども、それくらいの思いでこの病院を支えていくって、地域の思いは必要だと思いま

すので、情報発信というか、しっかりとやっていただきたいと思いますし、全国に発信して、

全国の方々にいくらかでも興味を持っていただけるような取り組みを期待したいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

○委員長（赤井睦美君） ほかにご意見、質問はありませんか。 

○委員（倉地清子君） はい。 

○委員長（赤井睦美君） 倉地委員。 

○委員（倉地清子君） 確認というか、今急性期の患者さんって多分これ年間の、ページで

いうと経営強化プランの２ページのこれを見てお話しするんですけれども、急性期の医療

というのがこれから 99 床から減って 20 床と 10 床で分かれていくけれども、急性期の 10

床ですもんね。今現在年間というか、１日平均で今現在急性期はどれくらいの方がいますか。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 

○国保病院事務長（福原光一君） まず当院の病床機能なんですが、許可病床 99床、動か

しても良い、国から診療報酬でお金をいただいていい病床が 60床で、60床の中で動かして

いて、今日現在入院患者が 32人です。その 32人全て、急性期病床で今患者を収容していま

すが、中身について、病気の中身については急性期というより、回復期、慢性期の機能の提

供が多い状況です。 

○委員（倉地清子君） はい。 

○委員長（赤井睦美君） 倉地委員。 

○委員（倉地清子君） この高度急性期医療とか専門的な医療とか、そういうので連携して

いくのは元々やられているんでしょうが、それって結構な件数ありますよね。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 

○国保病院事務長（福原光一君） 高度急性期については脳疾患、心疾患の、たとえば脳疾

患なら脳出血、心疾患なら心筋梗塞、そういった超急性期、高度急性期の患者を対応する医

療ということになるので、なかなか当院ではその辺の治療はできないので、八雲総合病院も

しくは市立函館病院の支援をいただいている。 

○委員（倉地清子君） はい。 

○委員長（赤井睦美君） 倉地委員。 

○委員（倉地清子君） この人材不足に絡むんですけれども、そうなると移動するときに必

ずそういうスタッフが必要になって、また更に人の動きが活発になるというか、結構苦しい
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なって感じをやっぱり受けますよね。なんか頑張ってほしいと思いますが、それこそＰＲ。

大丈夫でしょうか。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員がおっしゃるとおり、ほかの病院へ患者様を救急転

送するときも、当院の看護師が救急車に同乗してお送りすることになるので、夜間２名体制

の夜勤体制で、一人救急で運ばれてほかの病院へ転送する場合は、もう一人オンコール体制

の看護師を呼ぶことになります。夜間ですので、救急車、ほかの病院に行って帰ってくるの

は朝方になった場合は、次の日の日勤の勤務がなかなか難しいので、夜間の救急対応の体制

も大きな課題だと思いますので、看護師の確保というのはとても大きなものですし、医師の

確保と併せてしっかりと進めていかなければならないと思っています。 

○委員（倉地清子君） はい。 

○委員長（赤井睦美君） 倉地委員。 

○委員（倉地清子君） もう一つ、その今 60床で稼働していて、その中での急性期医療と

いうことでやられているけれども、これから先が 10床というふうに分けるわけですが、全

然、それで十分回るってことでいいですか。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 

○国保病院事務長（福原光一君） 急性期医療の本来の目的は青年、壮年期の方の早期の職

場復帰という意味合いの急性期ですので、早期に治療して早期にご自宅へお返しする、また

会社施設へ復帰できるようにお返しするといった目的の病床ですから、なかなか熊石地域

高齢者の方が多いということで、早期にお返しするというより、しっかりと回復期、リハビ

リしながら時間をかけて、そのあとにご自宅又は施設へお返しするということですので、急

性期についてはそれほど大きく必要ないのかなと。ですので 10床程度におさめて計画して

いるところでございます。 

○委員長（赤井睦美君） ほかにありませんか。 

○委員（佐藤智子君） はい。 

○委員長（赤井睦美君） 佐藤委員。 

○委員（佐藤智子君） 看護師ですけれども、これまで派遣会社から派遣されていたという

のはあると思いますが、それは今もあるのかっていうのと、一度派遣してもらうのに期間限

定だと思うんですけれども、その期間がどれくらいだったか教えてください。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員がおっしゃるとおり、派遣看護師はですね、継続し

て受け入れております。当院からも募集をかけて派遣看護師常に２名ほど当院で受入れを

するように継続しております。 

 派遣法で決められているので、派遣看護師の就業期間も限られています。ですので当初は

３か月をまず一つの区切りとして派遣看護師を受け入れています。その後継続希望がある

ようであればそのまま継続６か月、半年、１年間、そういったところで契約を進めていると
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ころですので、２名を継続して空きがないように常に募集をかけて派遣看護師、依存してい

る状況ですが、募集を継続しています。 

○委員（佐藤智子君） はい。 

○委員長（赤井睦美君） 佐藤委員。 

○委員（佐藤智子君） 今のところ切れ目なく補充されているようですが、住宅関係とか、

来る方は札幌に限らないんでしょうけれども、どのあたりからきていて、住宅は十分機能し

ているのかって。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 

○国保病院事務長（福原光一君） 看護師住宅、平成 26年、27年に整備した看護師住宅２

棟４戸のうち２戸が空きがあって、派遣看護師を受け入れております。派遣看護師はですね、

全国から集まってきます。ですので、民間業者の北海道支店から福岡、沖縄支店、そういっ

たところに全て同じ求人票が届いていて、遠いところでは九州からお越しになった方もい

らっしゃいますし、北海道内の方もいらして、広く募集をかけています。 

○委員（佐藤智子君） はい。 

○委員長（赤井睦美君） 佐藤委員。 

○委員（佐藤智子君） その切れ目なくということですけれども、３か月ごとというか、そ

ういう限定的なものですが、一度来た方それなりに、どれくらいで回転しているのかという

か、ちゃんと継続してくれているのか、その辺はどうですか。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 

○国保病院事務長（福原光一君） 大きな問題でして、コロナがですね、感染拡大が広がっ

ているときは派遣看護師の動きもなくて長期間の勤務が可能でした。ただ、今コロナが落ち

着いてと言いますか、そういった状況ですので、派遣看護師も短期間で勤務して、言い方あ

れですが、しっかりとお金をいただいて、また自分の好きな時間に費やしてまた違うところ

で短期間の派遣をするといったワークスタイル、ライフスタイルが主になっていると感じ

ていますので、ですので３ヶ月一区切りが現在主となっています。 

 ただ、もちろんなるべく、当院にまだまだどうですかと、これから北海道良い時期、熊石

良い時期になりますよだとか、そういったことも話し合いしながら、看護部に全て任せるの

ではなくて、事務方もしっかりとお話しながら勤務継続についてはその都度お願いしてい

ます。 

○委員長（赤井睦美君） ほかにありませんか。 

○委員（斎藤 實君） はい。 

○委員長（赤井睦美君） 斎藤委員。 

○委員（斎藤 實君） 国の繰り出し基準なんですが、今、今度新しい病院 30床になるん

ですが、今現在の 60床ですね、保険適用の、それで国の繰り出し基準は変わってきますか。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 
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○国保病院事務長（福原光一君） 委員がおっしゃるとおり、変わってまいります。基本的

に不採算地区病院の運営に関する繰り出し、この部分で稼働病床に合わせて基準繰入れさ

れていますが、現在の稼働病床 60 ないし最大利用病床が 50 くらいで積算されて繰入れさ

れていますが、今度は 30床ということで、それなりの繰入の減額は想定しています。 

○委員（斎藤 實君） 大体金額的に想定する金額は分かりますか。概算でいいですよ。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 

○国保病院事務長（福原光一君） 細かい数字は持ち合わせていませんが、国の一病床当た

りの単価がございまして、それも動きが出ている状況です。ちょっとその辺調べてお知らせ

できたらと考えています。申し訳ございません。 

○委員（斎藤 實君） あともう１点。 

 これから大変になるんですけれども、新しい病院になっても、やっぱり診療報酬、いかに

上げていくかということも考えていかなきゃないんですが、ここのところ先ほど●●のリ

ハビリの関係も出ていますが、それによる診療報酬はやっぱり高いですか。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員おっしゃるとおり、リハビリの機能を取り入れるこ

とで大きく変わってくると思います。もちろん八雲総合病院や他の周りの病院はリハビリ

を導入して高い診療単価を上げているところですが、当院はですね、まだ一度もリハビリっ

て機能を導入したことがなくて、そこは大きな伸びしろになると思います。 

 入院、外来についても、その辺はしっかりと機能して、特に入院は回復期の地域包括ケア

病床管理料２というのを算定を目指して今現在入院の診療単価１人当たり２万円を２万８

千円、３万円近くまで上げれるものと考えています。 

 外来についても疾患別のリハビリ、そういったもので丁寧に診療報酬の加算を積み上げ

ていくと、今の診療単価１万９千円からまだまだ伸びしろがあると考えていますので、最大

の目標は収益を上げること、経費の節減はしっかりとできているといった考えのもと、収益、

ただ患者数が大きく増える見込みはできませんので、一人当たりの診療単価を上げていく

といったところを、しっかりとクリアしていきたいと考えていますのでよろしくお願いい

たします。 

○委員長（赤井睦美君） ほかにありませんか。 

○委員（倉地清子君） はい。 

○委員長（赤井睦美君） 倉地委員。 

○委員（倉地清子君） 今、斎藤議員さんが良い質問してくれたと思ったんですが、そのリ

ハビリ機能の充実という話で、今までそれがなかったって聞いたので、本当はＯＴさんとか

理学療法士さんとかを、今度は募集しないとならないってことですか。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 

○国保病院事務長（福原光一君） そのとおりです。 
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 リハビリはですね、募集を求人票出しました。それで１名当院に見学にきたＰＴがいらし

たんですが、残念ながら契約にまでは至らなかったですが、今後もしっかりとＰＴ、ＯＴは

各１名ずつ病院に取り入れていきたいと考えています。 

○委員長（赤井睦美君） ほかにありませんか。 

○議長（千葉 隆君） はい。 

○委員長（赤井睦美君） 千葉議長。 

○議長（千葉 隆君） 先だって、議会のほうで熊石地域の報告会を行ったんですが、先ほ

ど最初の冒頭のときに、発信の関係で Facebookだとかラインの活用をしたいというのがあ

るんですが、ご存知のように、住民の年齢構成を見たらなかなかそういう受診をしているよ

うにみえる方のほうが少数だという現状もあって、新しい改築になった病院がどういう病

院になっていくのか、それから今後どういうふうに病院が進むのかということが、よく病院

から説明を受けてないってことで、住民の皆さんのほうからなんとか議会のほうからも病

院のほうからそういった説明をしていただく機会を設けてほしいと。 

 それで改築の病床数の関係については、町内会通じてやってたんだけれども、いざ、どう

いう将来こういうかたちで病院が建設されると、実施設計が出た段階でないとなかなか説

明できないって部分はあったんでしょうけれども、今、来年度発注になって工事が始まるっ

て段階ですので、春先までには一定程度住民に皆さんに安心していただくようなかたちで

丁寧な説明が必要なのかなっていうふうに思いますので、その辺の関係について開設まで

にどういうスケジュールで住民の皆さんに周知しながら新たなスタートというか、そうい

う病院の転換期にあたっての対応をしようとしているのかお聞きいたします。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 

○国保病院事務長（福原光一君） 地域住民へのそういったものがやはり手薄だったという

反省しないとならないと思っています。 

 地域の方に広く、まずこの新しい病院の概要、方向性、今どういう進捗状況なのかをお知

らせするにはＳＮＳ、ホームページより紙での周知が大事かというふうに考えております。 

 ９月、今月中旬以降に総合支所だよりが発行されます。そこに一枚もの、表裏の一枚もの

を挟んで新病院の概要、今こういった状況ですってところを周知していきたいと。それを見

た地域の方からまだまだ詳しい説明が必要だって声があるようであれば、しっかりと地域

回りさせていただけたらと思います。 

 今も住民サービス課で、地域でいろんな集会活動していますが、そこで私どもがついてい

って病院のお話をさせていただくのも、一つの手かなと思っています。 

 まずは支所だよりで今の状況を周知して、その反応を受けてから、対応したいと考えてお

ります。実施設計、今進めていますが、その後、進捗状況はしっかりとしていかなければな

らないと考えています。場所が老人ホームの上、ひらたない荘のところなので、そこに用事

のない方は分からないので、画像を上げて今こんな状況ですって広報しながら、しっかり地

域の方に病院の進捗状況をお知らせしていきたいと考えていますので、よろしくお願いい

たします。 

○議長（千葉 隆君） はい。 
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○委員長（赤井睦美君） 千葉議長。 

○議長（千葉 隆君） 私どもも報告会やって、今、今後更に議会のほうも、もう少し数が

少ないということで、一方的に情報を発信したり、開示するだけじゃ住民の人たち納得でき

ないような感じが、今回の報告会を各３会場でやったら受けたんですね。ですから、今事務

長さんが言うように、住民の皆さんの声を聞くというか、そういうことが必要だと思います

ので、逆に紙媒体で事前の最低限の情報を発信したあと、それぞれの地区ごとにそういった

生の声で報告しながら、皆さんがこういうことで安心しましたっていう声を聞けたら、それ

はそれでまた地域の、地域病院としてのステータスも上がっていくと思うので、ただただ紙

媒体で発信するのではなくて、やっぱり皆さんの病院なので、住民の皆さんの病院だから、

その病院づくりは皆さんの声を聞きながら作っていくっていう姿勢が、やっぱり大切だと

思うので、紙媒体で終わらないかたちでお願いしたいなっていうふうな思いがありますが、

いかがですか。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 

○国保病院事務長（福原光一君） おっしゃるとおりです。もちろんこの総合支所だよりに

今の状況を周知して終わりではなくて、地域の方々と対面でお話をする機会は病院以外な

かなかないところですし、地域の要望もあると思います。大きく設計をかえるのはむずかし

いですが、新しい病院を知っていただく、もちろん地域住民へのための病院ですからそうい

ったところ、しっかりとお話しできたらと思っています。 

○議長（千葉 隆君） はい。 

○委員長（赤井睦美君） 千葉議長。 

○議長（千葉 隆君） 経営強化プランの中でも改築の関係出ていますが、今松前の改築の

高騰するということで、大きく計画自体を見直すという状況が生まれてきています。当然八

雲町のほうは見直しするという状況にはなりませんが、建築の資材の高騰や、人件費の高騰

も含めて、来年入札になると思いますので、そういった状況、実施設計の中で情報もあるん

でしょうけれども、ある程度今の現況から比べたら当初の建築費を２割３割上がる状況で

考えているのか、そこまでいかないかたちで発注できる状況なのか。そういった側面も逆に

言ったら収入収支よりも、後に建築費の返済、起債の返済、返ってくるわけだから、大きく

経営の状況も変わってくるので、今の現状としてはどういう予測をしているんでしょうか。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 

○国保病院事務長（福原光一君） 建て替え事業の事業費、松前が大きく変更している状況

であるということで、当院も基本設計の段階で概算の事業費出ております。経営強化プラン

の中でも触れていますが、25億 400万円、当初皆さんにお示しした 22億程度、そこから高

騰も含めた事務局の試算として、23億程度、24億程度、そこからさらに１億７千、２億程

高騰しています。またそれも基本設計の段階でございます。 

 ですので、質を下げずにコストを下げるというところも、実施設計の段階で業者が取り組

んでいます。ただ、これも下げてというところも、もちろんそうなんですけれども、また違

った側面をちょっと憂慮しているところもあります。というのも、ラピダスの関係が国の事
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業が進めています。その関係で建設業界の全てのものが値上げ傾向にあると、作業員の作業

賃、燃料、資材、機器、そういったものが上がっていると。かつ工期自体も短期間というの

はなかなか終わらないもので、工期の延長になったり、公共工事も不落・不調があったりと

いう状況も聞いています。ですので、当院のスケジュールとして建設期間を 14カ月、タイ

トな建設期間ですので、やはり業界からは短いって話が出ているのはもっともだと思いま

す。 

 ですので高い工事費を今下げることをしていますが、なるべく多くの業者に参加してい

ただくためにも、ある一定程度の下げ幅に抑えながらの工事費も、もう一つの側面で業者へ

依頼しています。 

 いずれにしても今の段階で２億程度上昇を見込んでいますが、新病院に入れる備品のも

の自体も上がっております。ですので、まだまだ積算段階で 11月をめどに具体的な工事費

が、全体の工事費が出てくると思います。皆さんにお示ししたいですが、今段階ではおおよ

そ２億程度 24億くらいの事業費で進めていきたいと考えています。 

○議長（千葉 隆君） はい。 

○委員長（赤井睦美君） 千葉議長。 

○議長（千葉 隆君） ラピダスの関係もあそこも下水の処理能力を超えた計画ということ

で、なかなかすんなり、当初の計画で進むかどうかって部分も、いろいろ課題があるんでし

ょうが、そういった道内の建設業界の状況等によっても、大きく変動することは理解させて

いただいています。 

 ただもう一方、熊石地域で 20 億 30 億ってくらいの工事というのは、当面行われないと

思っています。ということは最大の工事なのかなって。熊石地域においては。それでそうい

ったことを考えたら建てるときは改築すると、それで実際に建てた以降は改修になるんで

すが、改修となったときにわざわざいろんな部分で改修しなきゃならないとか、設備の取り

換えとか、いろいろ出てくるんですが、できるだけコスト改修の部分でいったらコスト下げ

るとか、実際に改修するときに依頼をする事業者はゼネコンなんて頼まないですよね。です

から、逆に言ったら改築のときに地元業者でできるだけ発注するというのもコストを下げ

たり、あるいは今後の長い運営の中で改修工事している、することを考えたら、当初から、

建築当初から携わってもらって、地元で、地元の業者の発注、地元の業者の改修ってことも

一方地域を活性化させる、あるいは長い目で見たら経営のコストを削減するって効果が生

まれると思うんですが、その辺改築時にある程度地元を頭にした、そういった部分というの

は当然、今まで総合病院の蓄積あると思うんです、地元の業者は。それくらいある程度同規

模の工事ができるくらいの技術力をこれまで蓄積してきてると思うので、そういった視点

というのは考えられないんですか。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 

○国保病院事務長（福原光一君） 新病院を数十年後に、新たな機能転換ということで改築

が必要となったら、そういったことも想定して今設計をしております。 

 まず一つが医療と介護のニーズを見極めて 30床の病床が埋まらないと、いつも空きベッ

トが出始めていると、そういったところで一つ転換しないとならない基準となります。です
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ので介護の施設への転換を想定しております。具体的には介護医療院への転換を考えてい

ます。ですので、そういったときに今の現病棟をどこまで介護医療院にするかも大事ですが、

比較的に容易に改築工事ができるように、壁材と機能転換したときにこういった並びにな

りますって設計も、今から作らせております。ですので、比較的安価に改築ができるものと、

病院から介護、また生活支援施設の機能を持ち合わせるといった将来の病院像、建物像を考

えて設計に臨んでいるところです。以上です。 

○議長（千葉 隆君） はい。 

○委員長（赤井睦美君） 千葉議長。 

○議長（千葉 隆君） そっちはそっちで、あとで質問するんですが、私が言いたいのは、

たとえば今改築、新しい国保病院建てるときにゼネコン入れたら高くなるし、工事費。それ

からほかの道内の影響もあるからといって、人件費とかも高くなるんですね。でも最初から

地域でやろうと思ったら、やれるとしたらほかの地域の部分の影響だとか考えないで、八雲

の部分だけのことしか考えなくていい。たとえば建築でも、電気でも、設備でも。それでほ

かのところをＪＶ組んだときに、セミコンやゼネコンがきたら、ほかの全道域で想像、全国

的に仕事をして来たら、そういったほかの地域の影響も受けるんです。だから、なるべくで

きるのであれば、地元のＪＶ組むにしても地元業者同士でのＪＶ組むとか、そういうやり方

したほうが、どっちみち改築するんです、今言ったように。だからそういったことも含めて、

当初からそういう枠組みの中でやったほうが、コストも安くなるし、今後の改修にも元々建

築していた事業者が八雲にいるのであれば、それをまたその中で改修工事始まるので、そう

いった方法というほうがコスト安くなるんじゃないですかってことを言ってるんです。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 

○国保病院事務長（福原光一君） コスト的なところはですね、業者に任せていますが、た

だ 14か月という工期は、病院として要望を上げたのは地元の建設業界の方々がこれならで

きるということで、14 か月で指定させていただきました。ですので、これから入札へ向け

て参加企業の要件等をまとめてまいりますが、病院事務局、建設課、町長の意向もあります

が、そこら辺はしっかりとそういったことも考えつつ、進めて行きたいと考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（千葉 隆君） はい。 

○委員長（赤井睦美君） 千葉議長。 

○議長（千葉 隆君） 文厚の中で、経営の状況を考えたらそういう意見がありましたって

ことで、今後検討していただきたいなってことと、もう一つ、今まさに包括ケアの関係、保

健医療福祉の連携ということで、病床数が、稼働病床数が減少になったときの検証をすると

いうことで、療養型あるいは生活型の施設との転換を考えてると言いますが、この強化プラ

ンの策定にあたっては、人口の減少だとかそういうことも当然、冒頭に載っているように、

５年間で 500人減る。それで今１万７千とかそういう数字、1,700か。ってくると５年後は

1,200とかになるから、そういったことを的確にとらえて病院側はやってるんですが、突然

ほかの課になったら、課からシェアハウスで 19床とかって突然出てくる。だからある程度

今特養も 80床あるから、80床あって、そこも生活の施設に変わっていく。そしたら 1,200、
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1,300で十何床っていっても、若者がいないから、データ見たら。そして対象者っていうの

が当然高齢者になってくる。だからその辺の、やっぱりそれぞれの課で積算はするとか、高

齢者福祉はこうです、病院はこうです、あるいは違う部署を含めてまちづくり考えたときに、

それぞれがそれぞれに縦割りの感じでやってきている実態になってしまわないように、私

は病院のほうが確実にこの計画やってほしいと思うんです。それで、すぐそこに医療がある

ので、そこに生活圏があると本当に安心した病院になってくるし、ある程度そういった緊急

性の対応も、一番やっぱり住民の人たちが望むところは拠点中核の施設ですから。そういっ

た部分で、一番重要でそこは譲れないところだと思うんですね。だからある程度、そういっ

た視点からしたら、ほかの分野の計画なり、そういった部分での連携とかいう部分について

は、もう少ししっかりと連携強化していかないと。あまりにも突然出てきたら、先ずそっち

つくられると転換するときにニーズなくなるから。その辺の連携というのは、もう少し強化

してほしいなって思うので、これは今言われてもどうしようもないというのは分かります

から、意識していただきたいなと思います。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 

○国保病院事務長（福原光一君） 議長が今おっしゃった部分で、地域包括ケアシステム、

一番大事なところだと思います。何度も触れているとおり、熊石地域の地域包括ケアシステ

ムの中心になるのは病院というふうに考えています。ですのでそういった介護、福祉もそう

ですし、そういったところをしっかりと連携して、将来の熊石地域に必要な物が何か、必要

なサービスが何かを考えたうえで進めたいと思います。 

○委員長（赤井睦美君） ほかにありませんか。 

 なければ次の内科診療体制の変更についてよろしくお願いいたします。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 

○国保病院事務長（福原光一君） 資料２でございます。 

 内科診療体制の変更についてでございます。９月末日を持って寺西卓也医師が退職され

ることとなり、後任医師として森谷医師を採用内定で進めておりました。しかしながら実は

昨日に森谷医師から採用を辞退したいという申し入れがございました。突然の申し出で当

院としても大変苦慮しているところですが、辞退したいという気持ちは変わらず、当初の予

定では来週９月 19日から内科を担当することで進めておりましたが、このような状況から

急遽診療体制の変更を行う必要があり、現在も調整しているところです。 

 本来であれば資料訂正して追加資料提出ということで提出するべきでしたが、対応に至

らず大変申し訳ございませんでした。早急に内科常勤医師の確保と、来週からの内科診療体

制の調整を行うべく取り組んでまいります。このような報告で申し訳ございません。以上で

す。 

○委員長（赤井睦美君） このことについて何かございませんか。 

○委員（佐藤智子君） はい。 

○委員長（赤井睦美君） 佐藤さん。 
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○委員（佐藤智子君） 寺西卓也医師は入ってあまり長くない方だと思いますが、何か月い

たのかっていうのと、あと退職理由は何ですか。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 

○国保病院事務長（福原光一君） 寺西医師は１月採用です。ですので９か月の勤務という

ことになります。退職については、一身上の都合ということでございます。意向を伺ってか

ら、私も院長も慰留にギリギリまで努めたところです。ただ本人の意志も固く、次のところ

も決めてるって伺っておりました。残念ながら慰留がかなわず、退職というかたちになりま

した。 

○委員長（赤井睦美君） ほかにありませんか。 

○委員（大久保建一君） はい。 

○委員長（赤井睦美君） 大久保委員。 

○委員（大久保建一君） 来なくなった理由は聞いたの。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 

○国保病院事務長（福原光一君） 家族に看護が必要な方が出たって話ですが、実はこの森

谷医師については、先週の金曜日に当院に見学に来て引継ぎを受ける寺西先生ともお話を

して、引継ぎの期日を決めていて医師住宅も拝見していただいております。それも先週の金

曜日。そのあとのお話だったので、家族に看護が必要ということが急に出たので辞退させて

ほしいってことです。 

○委員長（赤井睦美君） ほかにありませんか。 

 ということは現在お医者さんは何人ですか。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 

○国保病院事務長（福原光一君） 院長１名、寺西先生１名で、寺西先生が９月末で退職い

たしますので、それまでに常勤医を獲得できないと院長１名。院長は勿論それを想定して１

名でも乗り切ることの体制作りで調整を進めております。 

 また大変申し訳ないですが、八雲総合病院の診療の応援についてもこのあと相談させて

いただきます。内科体制しっかりと確保できるように全力で取り組みたいと思いますので、

引き続きご支援いただきたいと思います。 

○委員長（赤井睦美君） 出張医の先生は何人かいらっしゃるんですか。 

○国保病院事務長（福原光一君） 委員長、国保病院事務長。 

○委員長（赤井睦美君） 国保病院事務長。 

○国保病院事務長（福原光一君） 非常勤の先生は週末当直の先生のみです。平日の診療は

なかなか、月曜日から金曜日まではなかなか先生がいないです。その辺も昨日から募集をか

けて、この状況をしっかりと乗り切ったうえで常勤医師確保していきたいと思います。 

○委員長（赤井睦美君） ありがとうございます。 

 ほかにありませんか。なければこれで終わります。お疲れ様です。 
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【熊石国保病院職員退室】 

【環境水道課・地域振興課職員入室】 

 

○委員長（赤井睦美君） お疲れ様です。 

 それでは地方公営企業法適用企業会計移行に伴う関係条例等の整備について、ご報告よ

ろしくお願いいたします。 

○環境水道課長（横田盛二君） 委員長、環境水道課長。 

○委員長（赤井睦美君） 環境水道課長。 

○環境水道課長（横田盛二君） 下水道事業、農業集落排水事業、熊石地域簡易水道事業に

ついて、事業開始時に八雲町を始め多くの自治体で特別会計、単年度収支を採用し運営され

てきましたが、平成 31年１月に人口３万人未満の市町は令和６年４月までに企業会計へ移

行するように国から通知があったところです。 

 企業会計方式にすることで資産状況や現金の動きを適正に把握した中長期的な経営分析

を行い、住民と情報共有し、適正な料金体系や経営状況を諮ることが目的となっております。 

 まずはじめに関係条例等の法令整備について課長補佐よりご説明いたします。 

○環境水道課長補佐（作田知宣君） 委員長、環境水道課長補佐。 

○委員長（赤井睦美君） 環境水道課長補佐。 

○環境水道課長補佐（作田知宣君） それでは地方公営企業法の企業会計移行に伴う関係条

例の整備について説明させていただきます。資料１ページをご覧いただきたいと思います。   

まず初めに、１ページ目の１概要でございますが、先ほど課長からもありましたとおり、

令和６年４月までに下水道事業および簡易水道事業につきまして、公営企業会計へ移行す

るよう国から要請があったところであり、当町におきましても、令和６年４月１日から下水

道事業及び簡易水道事業に地方公営企業法の財務規定等を適用し、企業会計へ移行するこ

ととしてございまして、その移行に伴いまして、関係条例等を整備するものでございます。 

２の対象事業でございますが、企業会計に移行する事業につきましては、記載しておりま

す、下水道、農業集落排水、熊石簡易水道事業の３事業となっております。 

 ３の整備する条例でございますけども、移行する３事業ごとに設置等に関する条例を整

備するということになりますので、記載の３条例を整備することとなります。 

 ４の条例の概要でございますけども、条例の構成や内容につきましては国から地方公営

企業の設置等に関する条例案というものが示されてございまして、その条例案に基づきま

して作成するということになりますので、事業名や事業内容等の違いはございますが、それ

以外の部分につきましては、国で示しております条例案と同様の内容となろうかと思いま

すし、各事業ごと、それぞれ条例を制定するんですが、その内容につきましても、ほぼ同じ

ような内容となるということでございます。 

 それでは、条ごとに簡単に説明さていただきます。（１）条例第１条では、八雲町が設置

する事業について規定しようとするもので、それぞれの事業の名称が入る形になります。 

（２）条例第２条につきましては、地方公営企業法を適用する規定と、その適用範囲を財務

規定等のみ適用するということを規定しようとするものでございます。 
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（３）条例第３条につきましては、経営に関する基本的事項といたしまして、経営の原則と

事業規模を規定しようとするもので、第１項については地方公営企業法第３条の経営の基

本原則を引用して規定しようとするものでございます。第２項以降につきましては、各３事

業の計画ごとに記載してございます。区域ですとか、面積、人口などの事業の規模を規定し

ようとするものでございます。 

（４）条例第４条につきましては、重要な資産である１千万円以上の動産、不動産や、５千

㎡以上の土地を取得、 

または処分する場合については、そのことを予算で定めなければならないということを規

定しようとするものでございます。 

（５）条例第５条につきましては、職員の与えた損害が避けることのできない事故、または

やむを得ない事業によるものと認めるときに、議会の同意を得ることなく賠償責任につい

ての免除を行われるよう、その許容額を定めようとするものでございまして、賠償額が 10

万円以上の場合については、議会の同意を必要と、規定しようとするものでございます。 

（６）条例６条でございますが、負担付の寄付、または贈与の受領や、町の義務に属する損

害賠償額の決定について、議会の議決を要さない額を規定するものでございまして、負担付

の寄付または贈与の受領については、100 万円以上、損額賠償額については 10 万円以上と

規定しようとするものでございます。 

 次の７裏面、２ページ目をご覧いただきたいと思います。（７）条例第７条では、業務状

況説明書類の作成につきまして、最低年度２回町長へ提出、公表することが義務付けされ、

その内容を規定しようとするもので、第１項については対象の期間、第２項では書類の内容、

第３項には天災などのやむを得ない事由の場合の作成期限を規定しようとするものでござ

います。 

（８）条例第８条および第９条につきましては、この条例部分につきましては、簡易水道事

業だけに規定される部分なんですが、第８条では水道施設の範囲を指定管理者に行わせる

ことができる、第９条では管理者の行う業務の内容等に規定しようとするものでございま

す。 

（９）条例附則第１項では令和６年４月１日から施行することについて規定しようとする

ものです。 

（10）条例附則第２項につきましては、本条例の３本の条例の制定に伴いまして、既存条例

の廃止を規定しようとするものでございまして、①八雲町特別会計条例につきましては、本

条例では企業会計へ移行する３事業につきまして、特別会計を設けることを規定している

条例でございまして、今回の移行に伴い、条例を廃止しようするものでございます。 

②八雲町下水道事業設置条例につきましては下水道事業を設置することを規定しているも

のでありますので、この度の条例の制定に伴い廃止しようとするものでございます。 

③八雲町簡易水道設置条例についても②の下水道事業設置条例と同様の内容で廃止しよう

とするものでございます。 

④八雲町農業集落排水事業町債償還基金条例につきましては、特別会計でございます、農業

集落排水事業の町債返還の財源に充てる目的で設置されているものでございますので、農
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業集落排水事業が企業会計へ移行されるということで、それに伴いまして、この条例を廃止

しようとするものでございます。 

（11）条例附則第３項では、①農業集落排水事業において基金条例の廃止後の基金につきま

して、今回の条例整備に基づいて設置される農業集落排水事業会計に引き継ぐことを規定

しようとするものでございます。 

②につきましては、八雲町簡易水道事業の設置等に関する条例の制定によりまして、八雲町

給水条例の中に適用条例の条文がございますので、その部分を名称の変更をしようとする

ものでございます。 

５につきましては、条例以外の規則、規定等の整備でございますが、企業会計への移行に伴

いまして、条例以外の規則、規定の改正や、新たな規則の制定が必要になりますので、その

部分の説明となります。 

（１）八雲町公印規定の改正でございますが、企業会計移行後につきましては、会計事務の

権限が、現在の会計管理者から町長に移ることとなりまして、町長は企業出納員、具体的に

は環境水道課長や地域振興課長でございますが、その企業出納員に出納の一部を委任する

こととなります。委任された範囲の事務につきましては、企業出納員が主体的に行うことと

なりますので、企業出納員の名をもって発行する文書に使用する公印を規定する必要があ

るということで、八雲町公印規定に公印の追加をしようとするものでございます。 

（２）八雲町水道事業会計規定の改正でございますが、水道事業会計規定で定めております、

納入通知書につきましては、水道と下水道の共通様式となってございまして、企業会計移行

に伴いまして、会計事務の権限が会計管理者から町長に移るとなりますので、この納入通知

書内に記載のあります、会計管理者という部分も町長となりますので、様式の改正をしよう

とするものでございます。 

（３）八雲町公共下水道受益者負担金等に関する条例施行規則についても、（２）の納入通

知書と同様で、会計事務の権限の変更に伴いまして、改正しようとするものでございます。 

（４）各事業ごとの財務に関する特例を定める規則の制定についてでございますが、八雲町

の財務に関する規則といたしまして、八雲町財務規則がございますが、これは官公庁の会計、

一般会計に対する規定でございますので、企業会計では適用できない部分がございます。そ

のことから、財務の特例を定める規則を制定するものでございますが、規則の構成や内容に

つきましては、国から地方公営企業の財務の特例を定める規則案が示されてございますし、

すでに水道事業において、規則に定めてございますので、その規則案や水道事業会計規定に

基づいて策定をしていと考えてございます。 

 なお、条例改正案につきましては、本年の 12月に開会予定でございます、第４回定例会

におきまして上程する予定となっておりますので、お願いいたします。 

 以上、大変簡単ではございますけども、説明とさせていただきます。よろしくお願いいた

します。 

 

〇委員長（赤井睦美君） このことについて、質問、ご意見ございませんか・ 

〇委員（倉地清子君） はい 

〇委員長（赤井睦美君）倉地委員 
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〇委員（倉地清子君） 素人質問になってしまうと思うんですけど、そもそも会計管理者と

いうのはどなたなんでしょうか。 

〇環境水道課長（横田盛二君） 一般会計のでしょうか 

〇委員（倉地清子君） はい。会計事務の権限の変更で、会計管理者から町長に移るという

部分で、会計管理者はどなただったのかと 

〇環境水道課長補佐（作田知宣君） 委員長、環境水道課長補佐 

〇委員長（赤井睦美君） 環境水道課長補佐 

〇環境水道課長補佐（作田知宣君） 今、八雲町の会計管理者は、会計課長が兼務しており

まして、阿部課長が会計管理者ということで、一般会計における出納事務を執行していると

いうかたちとなりますので、今後は会計課を通さないで、原課において、自分の課において、

会計処理を全てするようなかたちでございます。なんとなくわかるようでわからないかな

と思うのですが。 

〇委員（倉地清子君） はい、わかりました 

〇委員長（赤井睦美君） はい、斎藤委員 

〇委員（斎藤 實君） 端的に言ったら会計課長はやらないで、担当課でやるっていう考え

方でいいんですか。 

〇環境水道課長補佐（作田知宣君） はい、委員長 

〇委員長（赤井睦美君） はい、環境水道課長補佐 

〇環境水道課長補佐（作田知宣君） 今回、一般会計においては会計管理者がやるというこ

となんですが、企業会計移行後については企業出納員がやるという形になるので、下水道事

業でいうと環境水道課長、熊石の簡易水道事業でいうと地域振興課長がその任を委託を受

けて行うという形になります。 

〇委員長（赤井睦美君） ほかにございませんか 

〇委員（関口正博君） はい 

〇委員長（赤井睦美君） 関口委員 

〇委員（関口正博君） 関連してというか、適正な料金体系という言葉がでましたので、そ

の点についてお伺いさせてください。 

 前回、八雲町においては平成 25 年か 26 年に料金体系の見直しというものを行ったかと

思います。今回細分化されることで、適正な料金体系が見えてくるんであろうと思うんです

が、普通に考えて、当然給水人口も減ってくる、ましてや資材の高騰や、いろんな部分で整

備についても相当な負担がかかってくるというのは目に見える中で、今後の料金体系の見

直しというのを、いつ頃行うかっていうのも目標を立てるべきではないかと思うんですけ

ども、現状としてどのようなお考えでしょうか 

〇環境水道課長（横田盛二君） 委員長、環境水道課長 

〇委員長（赤井睦美君） 環境水道課長 

〇環境水道課長（横田盛二君） 下水道料金の使用料改定、あと集排、熊石簡水、ともに水

道事業の会計も伴うかなと思いますけれども、今後下水道の安定した経営を維持するため

には、料金改定が必要になってくるかなと思っております。 
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今年度策定しております経営戦略の中で、財政的なシミュレーションをした中で、いつの時

点で料金改定を反映するのかという部分を検討してまいりたいと思っております。また、次

の繰入基準の方でもご説明いたしますが、企業会計に移行することによって、いわゆる基準

内繰入が多額の額が発生することもございますので、それも含めて検討してまいりたいと

考えてございますが、早くても、令和６年度に企業会計が移行するということを考えますと、

令和６年度の終了移行、早くても令和７年度以降の改定になってくるのかなと、現時点では

考えております。 

〇委員（関口正博君） はい 

〇委員長（赤井睦美君） 関口委員 

〇委員（関口正博君） たまたま料金上げるときが、こういう時代にぶつかるだとかってい

うのも、なかなか予測できないものもあると理解を得ないと、だから早めに問題点を提起し

ながら、町民に対して、しっかりとこのような段階で料金を上げさせていただきますってい

う提示は、やっぱり１日でも早い方が僕は良いと思いますので、これからしっかりと練られ

るということですので、遠慮せずそこらへんはしっかりとご提示いただければというふう

に思います。 

〇環境水道課長（横田盛二君） 委員長 

〇委員長（赤井睦美君） 環境水道課長 

〇環境水道課長（横田盛二君） 経営戦略の方になりますけども、今、策定業務に取り組ん

でおりまして、年度内業務の完成を目指しております。具体的には、皆様にお示しできるの

が年明けの１月頃と考えておりますので、ある程度整理をして、その時点でお示ししたいな

というふうに現段階では考えてございます。 

〇委員長（赤井睦美君） よろしいですか。ほかにございませんか。なければ次、地方公営

企業法適用（企業会計移行）に伴う繰入基準について、よろしくお願いいたします。 

〇環境水道課長（横田盛二君） 委員長、環境水道課長 

〇委員長（赤井睦美君） 環境水道課長 

〇環境水道課長（横田盛二君） ２点目でございます。地方公営企業経営に要する経費でご

ざいますけども、これは利用者負担で賄うように独立採算制を原則としてございます。企業

会計移行後は、料金体系などの見直しを行ったとしても、直ちに使用料収入で経費の全てを

補えるものではなく、一般会計からの繰入金や、企業債の発行によって維持管理や建設改良

事業を実施していかなければならないという状況になってございます。一般会計からの繰

入金には、国の通知に基づきます、基準内繰入金と、実質的な赤字補填となる基準外繰入金

がございます。使用料が減少いたしますと、この基準外繰入金が増加するということになり

ます。一般会計においても、人口減少やコロナによる財政出動などで、国の財政状況を考慮

すると、将来的に普通交付税がやはり減少基調で続くことが想定されると思います。多様化

する住民サービスを継続的に維持していくためには、財源確保が課題である中、下水道事業

会計などへの基準外繰入金が増加することは、地方自治体の財政運営にも大きく影響して

いくものと考えてございます。こうした中でですね、継続した事業を運営していくためには、

経営状況を正しく捉え、利用者の方に対し丁寧に説明して理解を求めていく必要があると
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いうふうに考えております。それではですね、繰入基準の詳細につきましては、下水道管理

係長よりご説明いたします。 

〇下水道管理係長（西野 了君） 委員長、下水道管理係長 

〇委員長（赤井睦美君） 下水道管理係長 

〇下水道管理係長（西野 了君） それでは私の方から、公共下水道事業を含む４事業につ

いて、令和６年度から地方公営企業法が適用されますので、それに先立ちまして、一般会計

から各事業の経費に充てる繰出金を整理しましたので説明させていただきます。 

まず、先ほど課長の方から少し説明ありましたけども、一般会計繰出金の中には、基準内

繰出金と基準外繰出金の２種類があります。「基準内繰出金」は、地方公営企業法において、

一般会計で負担するものとされている経費に充てるため、一般会計から公営企業会計に繰

入される補助金や負担金、または出資金等をいいまして、毎年、総務省から各地方公共団体

に「繰出基準」として経費負担のルールが通知されるものとなっております。今回お示しす

る基準内繰出金は「令和５年４月１日総務副大臣通知」に基づき、対象となるものを抽出し

た表となります。また、基準外繰出金は、公営企業会計の資金不足を補てんするために繰入

れる「繰出基準」に基づかない繰入金、いわゆる赤字補てん分のことを指しています。それ

では、各繰入金の説明に入らせていただきます。 

資料の３ページ「地方公営企業繰出金算出基準表」をご覧ください。表では左側から一般

会計が負担するべき「対象経費」と真ん中に「趣旨及び繰出基準」、右側には「対象事業会

計」を表しています。上から順に説明させていただきます。 

①は、雨水処理に要する資本費等の経費に対する繰出金となっており、対象事業は特定環

境保全事業となっております。具体的には平成 14 年から 17 年に熊石相沼地区で整備した

雨水排水設備に充てた起債の元利償還金の額が該当しまして、特定環境保全公共下水道が

対象となります。 

②は、分流式下水道に要する資本費において、その経営に伴う収入をもって充てることが

できないと認められるものに相当する経費が該当します。当町で採用しているこの分流式

下水道は、雨水と汚水を１本の管で集める合流式下水道と比べ、公共用水域の水質保全への

効果が高い代わりに、雨水と汚水を別々の管を使用するため経費が多くかかるため、平成 18

年度に新たに加えられた繰出し基準となりまして、対象事業は公共、特環、集排事業となっ

ております。 

③の高資本費対策に要する経費は、自然条件等により建設改良費が割高になるため資本

費が著しく高額となっている下水道事業について、資本負担の軽減を図ることにより経営

の健全性を確保することを目的として、資本費の一部を繰出すための経費となり、公共、特

環、集排事業が対象となります。 

④は簡易水道事業の資本費負担の軽減を図るため、建設改良の一部について繰出す経費

となっておりまして、熊石簡水が対象となっております。 

４ページに移りまして、⑤は、地方公営企業法の適用に要する経費の一部について繰出す

経費となりまして、熊石簡水が対象となっております。 

⑥は、起債の臨時措置分と特例措置分の元利償還金について繰出す経費となりまして、公

共と集排が対象となります。 
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〇委員（大久保建一君） 委員長、これ説明いらないんじゃないですか。 

〇委員長（赤井睦美君） そうですか。ごめんなさい、事前にいただいていて、見て、だい

たいわかるということで、もう少し簡略化してお願いいたします。 

〇下水道管理係長（西野 了君） すみません、それぞれ記載のとおりとなるんですけれど

も、５ページをご覧になっていただいてよろしいでしょうか。 

Ａ４タテの「投資・財政計画 Ｒ５予算ベース」と記載された資料となります。 

こちらは各事業の収支の状況がわかる資料として令和５年度予算ベースで作成したもの

となっております。法適用後、本来であれば料金収入等は税抜きで計上するべきものとなり

ますが、現状の予算と比較しやすいよう、すべて税込で計上しておりますのでご了承くださ

い。 

まず５ページ目が収益的収支を表したものとなりまして、区分欄に記載の「収益的収入」

の６段目、「２.営業外収益」に計上されている「（1）補助金」の「他会計負担金」が先ほど

説明しました基準内繰入金となり、「他会計補助金」が基準外繰入金となります。 

つづいて６ページに移りまして、こちらが資本的収支を表したものとなりまして、「資本

的収入」の３段目「２.他会計出資金」が基準内繰入金となり、４段目の「３.他会計補助金」

が基準外繰出金となります。６ページの下の表「他会計補助金と他会計出資金」では、収益

的収支と資本的収支の基準内及び基準外繰入金を一覧にまとめたものとなっております。 

今回、令和５年度予算ベースで「投資・財政計画」を作成しておりますが、現在、各事業

で作成している「経営戦略」の中で法適用後 10年間の「投資・財政計画」も作成する予定

となっており、今年度中にはお示しできるものと考えておいります。 

以上、簡単ではございますが繰入基準について説明を終わらせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

〇委員長（赤井睦美君） このことについて、質問、ご意見ございませんか。 

〇委員（倉地清子君） はい 

〇委員長（赤井睦美君） 倉地委員 

〇委員（倉地清子君） ３ページの２番目の分流式下水道に要する経費のところでの説明で、

雨水と汚水を別にすると経費が上がるみたいな話でしたが、そのときに、あとに言ってくれ

た言葉を聞き逃したので、なんでしたっけ。 

〇下水道管理係長（西野 了君） 分流式下水道に要する資本費の説明ですよね。 

〇委員（倉地清子君） はい。もう一度言っていただいて良いですか。 

〇下水道管理係長（西野 了君） 委員長、下水道管理係長 

〇委員長（赤井睦美君） 下水道管理係長 

〇下水道管理係長（西野 了君） ②は、分流式下水道に要する資本費において、その経営

に伴う収入をもって充てることができないと認められるものに相当する経費が該当します。

当町で採用しているのが、この分流式下水道となりまして、雨水と汚水を１本の管で集める

合流式下水道と比べまして、公共用水域の水質保全への効果が高い代わりに、雨水と汚水を

別々の管で使用するため、経費が多くかかる。そのため、平成 18年度に新たに加えられた

繰り出し基準となっておりまして、公共、特環、集配が対象となっているものです。 

〇委員（倉地清子君） はい 
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〇委員長（赤井睦美君） 倉地委員 

〇委員（倉地清子君） 今の最後のこう、何て言ったんですか。 

〇下水道管理係長（西野 了君） 委員長、下水道管理係長 

〇委員長（赤井睦美君） 下水道管理係長 

〇下水道管理係長（西野 了君） 公共が公共下水道事業、特環が特定環境保全公共下水道

事業、集配事業が集落排水事業と。すみません、略して言ってしまいました。申し訳ござい

ません。 

〇委員長（赤井睦美君） よろしいですか。ほかにございませんか。あの、すごい単純な質

問なんですけども、これがこう変わると、皆さんのお仕事ってより複雑で大変になるんです

か。 

〇環境水道課長（横田盛二君） 委員長、環境水道課長 

〇委員長（赤井睦美君） 環境水道課長 

〇環境水道課長（横田盛二君） 具体的にですね、事務の内容については、現段階でも水道

事業会計は知っている部分がありますので、それを踏襲しながら、慣らしてやっていくこと

になりますが、先ほど課長補佐から説明しましたけど、出納事務は今までであれば会計管理

者が一般会計、特別会計ともに町の経理関係を管理しているというとこから離れて、それぞ

れ下水道事業、落部集落、熊石簡水ということで、その事務をやらなければならないという

ことになりますと、事務は増えるかなというふうになりますし、中でですね、支払いの関係

でお金の部分がどうなっていくか、今から研究はしていますけども、実際、例えば水道事業

会計であったり、病院事業会計であれば、ある程度、利用資金がありますので、預金残高が

ある中で執行していけるということと比べますと、下水道ですとか、集配、熊石簡水につい

ては預金がない中、ゼロベースでのスタートなので、そういった資金繰りについても、やは

りかなり苦労はするのかなということで、今から資金ショートしないようなかたちで、どう

いう扱いで進んでいったらいいのかなと。財務と会計課と詰めながら今後進めていかなけ

ればならないかなと考えているところであります。 

〇委員長（赤井睦美君） 熊石簡水の場合は、熊石の方が全部会計もされるということです

よね。それで、熊石のシステムを見ると、いろんなことをやっているじゃないですか、一つ

の課で。これ大丈夫なんですかね。力がないとかじゃなくて、あまりにも忙しすぎて、八雲

が全てやった方がいいんじゃないかって勝手に思っているんですけど。どうなんでしょう、

熊石手が回らないとかってならないんですか。 

〇地域振興課長（野口義人君） 委員長、地域振興課長 

〇委員長（赤井睦美君） 地域振興課長 

〇地域振興課長（野口義人君） とりあえず来年４月から公営企業会計始まるということな

んで、この後も環境水道課と効率よく進められる部分は、会計課長も含めて相談しながら、

できるだけ効率性の高いかたちで落ち着けようかなと思っております。確かに今、熊石で単

独でやるっていうことになれば、事務の煩雑化の部分がでてくるのは明らかかと思ってい

ますので、そこをできるだけ解消したいと思っています。 

〇委員長（赤井睦美君） 人数少ないのに役割いっぱいあるから、本当になるべくやらない

ように頑張ってください。ほかにありませんか。 
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〇委員（関口正博君） すみません、一つだけ教えてください。 

〇委員長（赤井睦美君） 関口委員 

〇委員（関口正博君） 熊石の相沼地区の配水池の関係で、ちょっと関連したことお伺いし

てよろしいですか。これ水道事業ビジョン見ると、適切状況っていうのがあるかと思うんで

すけれども、熊石の場合は漏水対策なんかも必要で進んできていますが、根本的な施設の改

修っていうのは、現時点では計画されていることなんでしょうか。これ改善すべき部分の一

つではあると思うんですけど、どうでしょうか。 

〇地域振興課参事（小笠原一信君） 委員長、地域振興課参事 

〇委員長（赤井睦美君） 地域振興課参事 

〇地域振興課参事（小笠原一信君） 相沼地区のお話だと思うんですけれども、相沼地区に

ついては水源が上水ということで、なかなか河川とか地下水から汲み上げるとか、そういう

かたちの取水ではないので、素人が触りづらいということで、今、現状を維持しながら将来

にわたっても同じような形態で使っていきたいと考えております。上水にいたしましても、

平成 31年度で紫外線の滅菌処理装置もつけましたし、これも当面そのまま使っていかなけ

ればいけない施設ですし、今後ともそんな課題はないと考えております。漏水については今

後耐震化の設計ですとか、その辺もやりながら、状況を踏まえながら適切に更新していきた

いと考えております。 

〇委員（関口正博君） はい 

〇委員長（赤井睦美君） 関口委員 

〇委員長（関口正博君） ありがとうございます。じゃあ、しばらくの間は同程度の運用と

いうのは可能という考え方でよろしいですよね。表みると相沼地区はＮＧになっていて、今

の状態はもうちょっと改善すべきというものが載っていたものですから、ちょっと質問さ

せていいただきました。 

〇委員長（赤井睦美君） 答弁よろしいですか。他にございませんか。なければこれで終 

わります。 

 

【環境水道課・地域振興課職員退室】 

 

〇委員長（赤井睦美君） それでは次、協議事項に入ります。議会報告会で、町民の皆さん

からいろいろいただいた意見を総括したうえで、文厚ではこの３件を担当してもらった方

がいいんじゃないかって議運で出たんですけど、１は総務にも関わっていますけど、地域お

こし協力隊のあり方、活かし方についてだとか、２は木彫り熊の充実、３は生ごみが堆肥化

されていないのに税金払っているのはおかしいんじゃないかって意見があったので、生ご

みの堆肥化に向けてどういうふうかということを、これから担当課とともに話していかな

ければならないんですけど、やり方として、これに特化して担当の方に開いていただいて、

私たちが聞くのか、それともその担当課がいらっしゃったときに、ついでにそういうことを

お聞きしてやっていくかってことを含めたかたちでいかがでしょうね。まず地域おこし協

力の在り方、活かし方っていうのも、実態を私たちそのものが、あまりよくわかっていない

っていうか、噂では聞くことはあっても、直接本人からお聞きしたわけではないし、携帯見
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たらでていましたけど、木彫り熊の教室行って、地域おこし協力隊の方を木彫り熊の継承を

していくのに育てていったらいいんじゃないのって意見も出ていましたけれど、そういう

ことも含めて考えていきたいというのと、あと生ごみですね。皆さんからはせっかく意見出

たんだから、この担当の方に来ていただいて、自分たちも調査しながら、いろいろ深めてい

くっていう方がいいのか、それともこれから委員会ありますので、その中で説明してもらう

とか。それとも実態調査を３つに分かれてやるっていう方法もありますけども。 

〇委員（関口正博君） はい 

〇委員長（赤井睦美君） 関口委員 

〇委員（関口正博君） 今委員長のおっしゃったとおり、地域おこし協力隊に関しては、我々

ももっとしっかり雇用状況だとかってことに対して、あと採用の在り方とか、色々多岐に渡

ってもっと制度自体を理解する必要があるのかなって思います。新聞報道等だとこの木彫

り熊に関連して、森町の方々の地域おこし協力隊の活躍というものが、ずいぶんと目につく

んですよね。ただ、八雲だって一生懸命やっていると思うし、報道とかないだけで。ただそ

のＰＲの仕方も含めて、ちょっとよその地域の方との比較も含めて、これは検証を行った方

がいいのかなって思っております。今年度決算でもね、ずいぶん人が少なかったっていう事

情もあるし、八雲町が地域おこし協力隊からちょっと避けられている可能性ってのもある

のかなって。この採用基準も含めて、ちょっと、もっとしっかり我々も勉強する必要がある

のと、制度的には漁師にも農家にも採用可能だということになれば、もしかしたら悪用され

るかも、悪用って言い方あれだけど、安い労働力っていう形でとらえられる可能性があると

するならば、この運用規定に関しても勉強する必要があるのかなって、これ集中的にやった

方がいいんじゃないのかなっていうふうに思います。 

〇委員長（赤井睦美君） 局長、この場合って、文厚に関する分野の地域おこし協力隊なん

ですか。変な話、落部地区でいくと、なんで落部地区に誰も地域おこし協力隊いないと。農

業分野でほしいから、来てもらえるのかってことを言われたんですけども、農業分野でいく

と私たちは口出しできなくなってしまうので、せいぜい木彫り熊だとか、保育だとかってい

う分野のことで聞くという。それとも総務委員会にお願いして、合同で聞きましょうってか

たちをとった方がいいのか。 

〇事務局長（三澤 聡君） 文厚でいけば、やっぱり所管の範囲っていうふうになれば、そ

うなりますけども、これ総務にもありますよね。この部分について総務と合同でやるという

のも一つの方法かなと。もともと町側が、政策推進課が大本の制度の担当で、それぞれの担

当で必要となる地域おこし協力隊を募集して現状やっているということになりますので、

ひとつにまとめてやるというのも手かなと。 

〇委員長（赤井睦美君） 私は、例えばうちでいうと、福祉課とか教育委員会とかにも地域

おこし協力隊がいらっしゃるけども、その部分だけ聞くよりは、総務と合同で全体の在り方

を聞いた方がいいかなと思うんですけど、皆さんはどうですか。関口さんどうでしょう。部

分が良い、福祉課に活かされてますかって、教育委員会に活かされてますかって聞くよりか

根本的な問題があると思うんです。それこそ八雲が嫌われているんじゃないかとか。だから

私は合同の方が良いんじゃないかと思うんですが、どうですか。 

〇委員（関口正博君） 良いんじゃないですか。 
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〇委員長（赤井睦美君） ぜひ、ちょうど副委員長もいらっしゃるので。牧野さん、これに

関しては合同で一度やるということを、よろしくお願いいたします。じゃあこの中に木彫り

熊も入れるっても、やっぱり別でしょうかね。これはこれで。あと生ごみの堆肥化。これっ

て委託してますよね。だから堆肥化できるのかいって聞いて環境水道課か。 

委員（佐藤智子君） やっぱり現地に見に行きたいなっていうふうに思うんですよね。今実

際どういうふうになっているのか。建物は本当に網戸みたいのが、網が穴だらけで、それを

ぐるっと予算もつきましたから直すことになるんでしょうが、中の方でどういう作業が行

われているのか。あれができてからもう 10年以上経っているんですけど、できた当初はみ

にいったんですけど、それ以来行ってませんので、環境水道課を通して実態調査に入った方

が良いんじゃないかと。あと機会があったらバイオサイクル共同体、漁協と加工協と森林組

合で作っているバイオサイクル共同体の方で、今の業者に入札というか、ばんけいから委託

先を変えて今の事業所になっているということですから、そっちの方に差しさわりあるの

か、誰が取りまとめというか、もしこっちが質問したら誰が答えられる立場にあるのか、そ

ういうのもよくわからないので、環境水道課にお聞きをして、生ごみの堆肥化っていうのは

これは何年も前から一般家庭のものも含めて、事業所から出るものも堆肥にできたらいい

ねってことで、ＳＤＧｓ的な観点から、これはやっていかなきゃならないっていうか、やっ

てほしい事業なので、それができていないとなったら、どうしたらできるのかっていうのも

こちらで調査、勉強していかなきゃなんないのかなって思います。 

〇委員長（赤井睦美君） いかがでしょうか。●●行ってみると、生ごみ分別して出しまし

ょうって言ってやってますけど、実際分別して出したのに全然堆肥になっていないんだけ

ど、じゃあどうなっているのっていうのは、基本的な疑問としてありますよね。 

〇委員（斎藤 實君） 現状聞いてみたらどうですか。 

〇委員長（赤井睦美君） 現状。 

〇委員（関口正仁君） そもそも、堆肥の需要って廃棄物系で堆肥を作るって、国によって

温度差ってあるんだけど、実際に日本に、八雲町において堆肥の需要ってあるんだろうか。 

〇議長（千葉 隆君） あるんでないか 

〇委員（関口正博君） あるの。手間だとかいろんなこと考えて、どんなもんだべ。実際堆

肥しかないんだよね、生ごみだとか、廃棄物で生成するものって。作れば使用する人が喜ん

で買っていただけるもんなのかってとこも含めて考えていかなきゃなんない。聞こえは良

いんだ、全て。ＳＤＧｓ出せば聞こえは良いんだけども、実際、需要ないものを指定管理者

に対してさ、そこもどうなのかって思うんだけどね。 

〇委員（佐藤智子君） 要するに●●しちゃってるってことなのかな。ウロとか漁業系廃棄

物を排出する先がありゃいいんだと。堆肥にしなくても、処分できてればバイオサイクル共

同体はありがたいと思っているし、それで事足りるんだっていうふうになっちゃってる。 

〇委員（関口正博君） 見た目も聞こえも良いからそういうふうな形になってるけども、実

態は作られた堆肥ってのはどういうものが今、建前でも作られているとすればね。それどう

なのかっていうさ、堆肥作れ作れって。 

〇委員（佐藤智子君） 堆肥作れって言ってるんじゃなくて、燃やせるゴミを少しでも重量

減らすために生ごみは分別して、そういう用途にしましょうって。 
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〇委員（大久保建一君） そもそもこれを処理して堆肥を作るって前提でこの施設を町で建

てたはずだよ。だから作れも作らないも、作ってないなら作ってないって報告受けなければ

そもそもの話しがおかしいんじゃないの 

〇委員（佐藤智子君） どうやって処分してんのってわかっているようでわかんないじゃな

いですか。埋めてるのとか苫小牧に運んでるのとか。 

〇委員（関口正博君） ほぼ今はそうなんでしょ。ほぼ苫小牧と、焼却処分してんでしょ。 

〇委員（倉地清子君） 増え続けているのかと思ったらそうでもない話も言ってましたしね。 

〇委員（佐藤智子君） 生ごみ持ってってそのまま腐らせてるとしたら健康上も非常に悪い

と思う。 

〇委員（斎藤 實君） 漁業系のものと、日常生活の出してるものとの、堆肥の作り方って

違うと思うんです。自分たちは堆肥ほしいって言ったって普通の家庭で堆肥作ってほしい。

ところがね、あそこ行ってもね、どこに行けば誰がいて買えるのかってことがね、わかんな

いのさ。欲しくて何回か僕行ったことあるんだけどね。議会終わってからだから、だれもい

ないときもあるんだけど。売ってるのかどうかってこと自体も正直言ってわかんないんで

すよね。 

〇委員（大久保建一君） 今現状は、議会報告会でも町民から疑問投げかけられたけども、

総務だったか、文厚だったっけ。担当課に言ってますよね。製品も何もでてないし、報告も

受けてないからって。まずは担当課から話聞かないと、あの時の疑問投げかけたままなので、

まずその回答をいただくっていうのが一番最初なんじゃないかなって。それで、回答いただ

いて、いただいたらいただいたでその通りになっているのかっていうことを、佐藤さんが言

ったことってもっともだと思うんだよ。やっぱり現地見ないと何もわからないと思うんで、

まずそこからスタートしていくんじゃないかと。 

〇委員長（赤井睦美君） 回答は文書でくださいって言ったらすぐ出ますよね。当然、担当

課はちゃんとやってるんだろうから。 

〇委員（佐藤智子君） それと議会報告会で、千葉議長が言っていたんですけど、水産課が、

水産廃棄物は水産課の方だし、生ごみとかごみ処理は環境水道課なので。 

〇委員（大久保建一君） したらそれも合同でやればいいんでない 

〇委員（佐藤智子君） それで、議長によると今、水産廃棄物が足りないから肥料作れない

んだってお話しをなさってたかなと思うんだけど。 

〇委員（関口正博君） いや、実情は違う。足りないじゃなくて実際は持ち込まないでくれ

っていうから、加工施設の方でできる限り圧縮して出してるってのが現状だと思うよ。 

〇委員（大久保建一君） だけどさ、持ち込まないでくれって言ってる施設に町費でブルド

ーザー買ってやったりだとか、網戸直したりだとか、おかしなことがいっぱいあるからさ。 

〇委員（関口正博君） これ闇への入口だよ。 

〇委員（大久保建一君） 入口だかもわかんないけど、ちょっと覗いてみないと何が闇だか

もわかんないから 

〇委員（関口正博君） 施設の方も来てくれてたんですよ。それでいつでも来てくださいっ

ていうような言葉だったんですよね。自分も行けてないんだけど、あそこには落部漁業協同

組合の元職員の方々がいらっしゃる 
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〇委員（斎藤 實君） 始まったときは１回言ったけども 

〇委員（黒島竹満君） 今いないっしょ 

〇委員（関口正博君） いるよ 

〇委員（黒島竹満君） あれさ、変わってから 

〇委員（関口正博君） いるいる、●●さんとか。ぜひ来てくださいって言葉もらってる。 

〇委員長（赤井睦美君） お話しを聞いて、１回見に行く。お話し聞いてからがいいよね。

そのようなかんじで、２つ合同でやることになったので、よろしくお願いします。 

〇委員外議員（牧野 仁君） はい、わかりました 

〇議長（千葉 隆君） 前はあっち行けんだけどね、前のばんけいの施設。それも入ってる。 

〇委員（大久保建一君） あっちも見に行けばいいんでないの 

〇議長（千葉 隆君） はいれるべか。ばんけいのものだから 

〇委員（佐藤智子君） 今立岩の方はないんだもんね 

〇議長（千葉 隆君） 立岩はない。あそこは全部処分した 

〇委員長（赤井睦美君） それではそういうことで、ちょっと日程調整をさせていただきま

す。それでは次いきます。子育て支援に関する政策提言書の提出に向けた取り組みについて、

事務局からお願いいたします。 

〇議会事務局庶務係長（菊地恵梨花君） 子育て支援に関する政策提言書の提出に向けてと

いうことだったんですけど、背景とかこれまでの取組については記載のとおりなんですけ

ども、これまでの取り組みの中で、昨年中に子育て中の方と、子育てを終了された方を対象

としたアンケートを実施して、その後、総務と文厚の合同委員会を開始し、公園ですとか、

通学路の現地視察を行う、というような予定をされてたかと思うんですけども、天候の状況

が悪かったということで中止になってまして、それ以降、特にそういったものをまた新たに

やるっていうのを設定していなかったものですから、今回新たにもう一度要望する中身で

すとか、そういったものも合わせて協議をしていただきたく存じます。まず最初、政策提言

書を作成するようなかたちでお話ししていたと思うんですけども、政策提言っていうかた

ちを選択しますと、予算案ですとか実施要項ですとかを、全て作成したうえでの提出となり、

時間もかかったりということもありますので、まずは要望書というかたちで作成を目指す

のはどうだろうかということを話し合っていただきたかったんですけど、どうでしょうか。 

〇委員長（赤井睦美君） 要望書を提出するってことで良いですか。それでお願いします。 

〇議会事務局庶務係長（菊地恵梨花君） 次に、４番、５番の要望事項と現地視察について

だったんですども、次のページに今までの政策提言作成にかかる資料、協議結果を載せてい

るんですけども、公園遊具ですとか、雨の日に遊べる場所がないですとか、あとは歩道がな

くて危険ですよといったものがあったんですけども、それについて提言、どのようなという

ものもありまして、それぞれ主な意見、アンケートの回答とこれまでの協議内容等、提言に

ついてどうするかというような記載をしております。書いていない場所ですとか、これにつ

いてはどうしたらいいかということがあれば、それについて協議していただきたかったの

と、例えば不妊治療については、もうすでに保険適用が開始されていますから、提言しない

よですとか、もう一度内容をご確認していただいて、この部分については付け加えた方が良

いんはないかですとか、この部分はいらないんじゃないかというのをお話しいただければ
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と思います。また、通学路の現地視察の、最後の方にある八雲小学校の通学路についてなん

ですけども、以前は高校の前の方を現地視察というような話が出ていたかと思うんですが、

その他にも、東町も雪が降ったらすごく狭くなって子どもが大変だといった話もあったよ

うですので、もう一度、どの部分の視察をするのかということも合わせて協議をお願いいた

します。 

〇委員長（赤井睦美君） この協議結果っていう資料を見ていただいて、上から順番に提言

していくときに、先ほど説明してもらったように、不妊治療に関してはもう進んでいるから

いいんじゃないのかだとか、学校給食は万が一、おいしくなったからいいんじゃないのかと

か、そういう意見があればそこは削除して、必要なところを出していきたいと思いますけど

も。 

〇委員（大久保建一君） 学校給食美おいしくなったの 

〇委員長（赤井睦美君） いや、たとえば。なったら良いなと思って。まず公園遊具、これ

総務も一緒なんですけど、やっぱりアンケートの回答と、提言については誰もが集えるフリ

ースペースがあればいいというのと、図書館もそのように配置してほしい、あと新庁舎にも

配置してほしいということで、新庁舎の中にこの間図面を見たらお母さんが用事をたして

いるときに子どもが遊べる場所みたいな感じか図で書いてあったし、それに新庁舎の隣に、

外の方にふれあい広場のような、そんなことも図で書いてあったんですけど、あれば可能な

ものの図なんでしょうかね。 

〇委員（大久保建一君） あれはあくまでもイメージ図じゃないの 

〇委員長（赤井睦美君） そうなんですね。そういうのは戦略チームの中では出てませんで

したか。 

〇委員（大久保建一君） いや、聞いたこともない。 

〇委員長（赤井睦美君） そうですか。じゃあここちょっと確認した方がいいですね。歩道

の除雪とか、通学路のことなんですけど、みんなで見に行くと、結局みんな忙しいから、分

担してみましょうってなったんだけど、なかなか報告をしあう時間がなかったんですよね。

それで議会広報の表紙に一度、東町の大変な雪の通学路が出たんですけど、あんな感じでこ

れから雪も降りますし、危ない所を調査していく方が良いんですけど、どんな方法が一番皆

さんいいですかね。まず落部地域は特に心配はないですか。なければ八雲地域を中心にやる

し、落部もあるならみんなでそこも見たいし。あと熊石、山越とかどうですか。 

〇委員（関口正博君） 落部は地域のＰＴＡがわりかし。事故多発したもんだから、歩道の

洗い直しっていうのはしてまして、看板だったり、道路の表示が改善されてきたところがあ

るんで、改めて視察っていうのは現時点では必要ないと思う。 

〇委員長（赤井睦美君） 熊石は大丈夫ですか。 

〇委員（斎藤 實君） ほとんど車だから。ただ地元民としては、街灯指導したり、交通安

全のＰＲしたりしてて、朝子どもの顔みることがないからさみしいね。 

〇委員長（赤井睦美君） 山越はどうですか。 

〇委員（黒島竹満君） 指導員が毎日、朝と帰りは離さないで歩いてるから大丈夫だ。 

〇委員（大久保建一君） 登下校について歩いてるもんね。あれなんも報酬もらってないの 

〇委員（黒島竹満君） もらってない。ボランティアだ。 
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〇委員（大久保建一君） あれこそなんぼか報酬やった方が良いよね。 

〇委員（関口正博君） この間、町長の話しに出てたんだけど、野田生から東野への中学生

とかだけど、自転車で結構危ないって。見ている方がおっかないって。国道を通学路にして

いる中学生とかいるんで。 

〇委員（大久保建一君） あれ見てていつも思うけどさ、本当は自転車って歩道走っちゃだ

めなんだよね。だけど、歩道走っているから、歩道はちゃんと整備してるから安心だみたい

な感じいるけどさ、道路交通法でいけば本当は歩道じゃだめなんだよね。 

〇議長（千葉 隆君） 今切符きられるようになるから。自転車でも。 

〇委員長（赤井睦美君） 東野の子が野田生中学校行くために、自転車乗って歩道走ってる

ってこと。 

〇委員（大久保建一君） だって歩道の方が安心だもん 

〇委員長（赤井睦美君） そりゃそうだよ。あんだけガンガン車走ってたら。 

〇委員（大久保建一） だけど法律上駄目だからね。 

〇議長（千葉 隆君） だんだん、これから厳しくなっていく。 

〇委員長（赤井睦美君） かわいそうだな、 

〇委員（斎藤 實君） だからね、一本の法律でどうこうするんじゃないけど、田舎の場合

はさ、歩道、自転車乗った方が絶対安心だって。 

〇議長（千葉 隆君）  それ通用しなくなるもん 

〇委員長（赤井睦美君） 都会ではね、自転車道路って別に作ってるけど、狭くてそんなこ

とできないでしょ。 

〇委員（斎藤 實君） だからね、田舎まで本当にね、今だって法律的には駄目だもんね、

軽車両だから。 

〇委員（大久保建一君） 罰則がないだけで駄目だね。 

〇議長（千葉 隆君） 今度罰則作るから。 

〇議会事務局長（三澤 聡君） 例外もあるんですか。 

〇議長（千葉 隆君） いや、例外もなくなる。今後駄目になる。 

〇議会事務局長（三澤 聡君） 今後全く駄目。 

〇議長（千葉 隆君） それでキックボードも規制になるから、電動キックボード。 

〇委員（黒島竹満君） 冬期間のことが多いんでない。だからそのへんに合わせて、雪降ら

ないと。 

〇委員（大久保建一君） 例えばこれ、通学路の危険個所とかだったら、みんなで毎度毎度

っていうよりは、担当分けてしまえばいいんでない、場所ごとに。 

〇委員長（赤井睦美君） そうしましょう。じゃあ下校コースの地図の右上にあるんですけ

ど、これで分担していいですか。 

〇委員（大久保建一君） これ、委員長と副委員長にお任せします。 

〇委員長（赤井睦美君） はい。 

〇議長（千葉 隆君） もう 12時だ。もう一つケアラーのあるから。今、昼食べている間

に考えてもらえれば。 

〇委員長（赤井睦美君） じゃあ一度休憩します。昼食べてからケアラーやります。  
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休憩 

再開 

 

〇委員長（赤井睦美君） 少し早いのですが、始めさせていただきます。続きで、先ほどの

コースの観察を、智子さんの方から担当を発表しますので、よろしくお願いします。 

〇委員（佐藤智子君） 赤コース、小学校から始まって、ラルズマート八雲店とかそっちの、

豊河町の方、黒島さん。水色・青コース、本町から内浦まで大久保さん。特別参加で緑コー

ス、元町立岩コースが三澤さん、茶色と黄緑コースが佐藤、黄色のコースがいなくなっちゃ

ったけど牧野さんに参加してもらって、桃コース倉地さん、オレンジコースが関口さん、紫

と紺が赤井さん、以上ですけど、どうしても嫌だっていう人がいたら考えますけど。これを

それぞれ様子をみて、冬の様子を中心に。 

〇委員（大久保建一君） 俺水色って言ったよね 

〇委員（佐藤智子君） 水色と青 

〇委員（大久保建一君） ２つ。 

〇委員長（赤井睦美君） 水・青って書いてある、上から２番目に書いてある。それでよろ

しくお願いします。 

〇委員（大久保建一君） これいつまで 

〇委員長（赤井睦美君） 冬道を見た方が良いんじゃないかって。３月の定例会には出した

いのでそれまでに。１２月末とか。 

〇委員（佐藤智子君） １２月まだ雪積もってない 

〇委員（大久保建一君） １月いっぱいくらい。 

〇委員長（赤井睦美君） そうですね。それでは学校給食のことなんですけど、まず給食は

おいしくなくて残念。それから味も量も充実したものにするためにはお金とってほしいと

か、これはアンケートに書いてあります。あとは高校も給食にしてほしいっていうのもあっ

て、その提言については、町として道立学校給食を提供するということで、今回町長は断念 

したんだけども、高校の支援ということで、副町長の口から、町長は制服の支援とか学校給

食とか、卒業祝い金など考えてますっていう答弁があったので、そこまで私は出す必要ない

と思うけど、もし高校の給食が実現できるのであれば、提言に検討してほしいということは

出してもいいのかなと思ってますが、皆さんはどうですか。 

〇委員（関口正博君） 良いと思います 

〇委員（大久保建一君） 無償でってことではないでしょ。 

〇委員長（赤井睦美君） うん。お弁当だってお金かかってるし、朝みんなセブンイレブン

で買ってるけどそれもお金払っているんだから、そこはお金もらわないと。保育園の給食費

払ってるのに、高校がタダってことにはならないと思う。次、八雲高校の特別支援学級とい

うことなんですけど、次のページの。支援学級設置に関して現状と課題の整理が必要。特別

支援学級だけでなく、特色ある高校にするために学科の開設。必要なスタッフの配置。高校

と地元企業がつながるような取組を高校へ求めてほしい。そして町としてできることを取

り組んでほしいとあるんですけど、今回、特色ある教育ということで、本会議でも出ていま
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したけど、決算委員会でも出ていましたけど、まずこの特別支援学級の設置っていうのは道

の方針で区域に１校とか決まっているらしくて、八雲高校のこの渡島管内では北斗市の学

校に決まっちゃったんで、八雲高校に置くことは難しいらしいですよね。それで、もう一度、

特別支援学級ないけれども、そういう支援が必要なお子さんは入学認めていて、ちゃんと支

援をしてくれています、現状としてはね。だからそこよりも、特色ある高校にするための取

組を町民も頑張って考えるけど、まず高校自体が考えてもらいたいなと、それに町としても

支援してほしいと。なかなかね、道の管轄なので。でも今回の副町長の聞いていると、あん

まり言うと町長はどんどんお金出しそうで、これ危ないなって。道立高校だからお金は道か

らもらってくださいって言いましたけど、これ危ないなって。まずは特色、魅力ある高校に

してほしいっていうことを町民から伝えることが大事かなと思いますけど、いかがですか。 

〇委員（大久保健一君） あくまでも道立高校だからね。 

〇委員長（赤井睦美君） そうなんですよ。 

〇委員（関口正博君） でも道立高校でも支援の仕方っていうのは、町としてあるんだよね。

ただその、そこだけじゃないですよね、やっぱり。子育て全体にどういう考えをもつかって

いうことも。そう考えると現状においては、八雲はそういうスタイルになっていないという

ことを考えれば、給食の方を一歩進めるっていう方にして。 

〇委員（大久保建一君） そういう要望を道に出すっていうんならわかるんだけども、町が

直接何かっていう話って、なかなか難しいんじゃない 

〇委員（関口正博君） 町長の癖として、さっきも赤井さん言ったけども、あれもこれもっ

てなってしまったときに、一回やってしまったものはずっと財政支出していかないとなら

なくなるから、そこらへんはやっぱり。親御さんはこんな状況であっても、今度はこれ、今

度はこれって求めてくる。だからある程度ここまでよっていう、線引きまでする必要はなく

ても、そういうのはちょっと必要かなと思いますね。 

〇委員（倉地清子君） 高校の給食のことに関しては、やっぱり進めていきたいなって思う

ところなんですけど、町民の声をあるし。なんだけども、道立だし、学校の先生たちがどう

いうふうに思うのかっていうのを伺ってみることもしないとならないって話になったと思

います。 

〇委員長（赤井睦美君） 町としても考えているみたいなので、議会が直接どういう方向な

らできるのって言うよりは、町が積極的にいくかなと思うんですけど。私たちが町にお願い

して、町がそこを考えてくれると良いなと思います。それでは、特色あるというか、魅力あ

る高校にするためには、私は学校ばっかりじゃなくて、町、町民からの声っていうのを届け

たいと思います。今のままなら、本当に今のままですよね。 

〇委員（大久保建一君） だけど特色ある学校、高校づくりを思い切ってやっている、例え

ば三笠だとかさ。そいうところって、さらに思い切って町立にしちゃってるんだよね。町立

学校でもないのに、町の方から道の施設に対してこうしてくれってのはあくまで要望止ま

りだと思うな。 

〇委員（斎藤 實君） 給食だってさ、無償じゃなくて千円なら千円もらいます。そしたら

それは今度、先生方の負担になってくる。だから校長自身が果たしてそこまで求めるのか。
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校長の考え方あるから。だからこういう学校にしてほしいって言ったって、校長よそ向いて

いればそうはならない。 

〇委員（関口正博君） 有償だとまたね、生徒の中でも差が出てくる可能性はあるよね。無

償化ってなるとどのくらいの負担になるんでしょうかね、今の現状の生徒数だと。 

〇委員長（赤井睦美君） 今何んいるんだろう、生徒 

〇委員（関口正博君） 200人から 300人くらいかな 

〇委員（大久保建一君） 80人として 240人でしょ。 

〇委員長（赤井睦美君） 最大 240人くらいしかいないんじゃない 

〇委員（大久保建一君） これからだったら 200人くらいしかいないんじゃないの 

〇委員（関口正博君） １食いくらかかるの。500円とか。 

〇委員長（赤井睦美君） 月 4,500円とか。小学校とか払ってませんでした。 

〇委員（倉地清子君） ３千いくらでした。 

〇委員（斎藤 實君） 中学校が 

〇委員長（赤井睦美君） 4,060円。それじゃ 4,500円 

〇委員（関口正博君） 高校生だと５千円だとしたら、200人だとしたらやっぱり１千万円

くらいかかるんだ。 

〇議長（千葉 隆君） １千万じゃきかないよ、年間だったら。 

〇委員（大久保建一君） 4,500円って月額。それで 12ヶ月取られるの。１千 80万。 

〇委員（関口正博君） 年間やっぱりそのくらいなるんだよね。 

〇議長（千葉 隆君） 予算的にはそんなもんじゃきかない。だって配食だとか給食センタ

ーのさ、容量決まってるから。高校の方だって受け皿で、車入れる配膳のところ整備しなき

ゃだし。新たな食中毒対策だとかも含めて、学校の責任になるから。今までは自己責任の中

で弁当はやってる。結構、手間暇っていうか、高校の先生の負担は公務になるから。給食の

授業にみたいなかんじ。今までは昼だからフリー、フリーでどうぞっていうかんじ。 

〇委員（関口正博君） 八雲高校って食堂みたいなものってあるんでしたっけ、もともとは。 

〇議長（千葉 隆君） ない。 

〇委員（関口正博君） ないの。学食みたいなのって昔なかったの。 

〇委員（大久保建一君） 売店しかなかった。パンかなんかしかない。 

〇議長（千葉 隆君） ここのコンビニはかなり売れてる。朝、高校生すごいもん。 

〇委員（倉地清子君） 買い物していくんだ。 

〇議長（千葉 隆君） 用意してるんだよね、すぐなくなるから。補充用の弁当とかおにぎ

りとか。 

〇委員長（赤井睦美君） 長万部が始めたときの要領を聞いてみたい。 

〇委員（関口正博君） あと金額的にどれくらい。無償化の場合どのくらいかかるのか。負

担をいくらかいただいて、いくらかでも。それを比較検討できれば。 

〇議長（千葉 隆君） やるんだったら滞納する人絶対でてくるから。滞納するのと、払わ

ないのと。それの徴収がまた面倒くさい。 

〇委員長（赤井睦美君） 小中学校も私たち半額にした方が良いって言ったときに町長が駄

目だ、無料にしなきゃ滞納の催促にお金かかるから駄目だって。それで無料になった。 
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〇委員（倉地清子君） そっか、滞納があったか。 

〇委員長（赤井睦美君） でも熊石は滞納ゼロだったですよね。 

〇委員（斎藤 實君） そうですね。 

〇委員（関口正博君） 親集めるからね。 

〇委員長（赤井睦美君） じゃあこれちょっとやめておきます。次、預かり保育なんですけ

ど、１歳未満の預かりができないかって。これ今なんか検討しているんですって、０歳も預

かりますって。その返事は後日いただくということで。 

〇委員（斎藤 實君） これさ、病院で持ってる保育あるよね。あそこでもって臨機応変に

考えられないものかね。 

〇委員長（赤井睦美君） 病児。病気の子。 

〇委員（斎藤 實君） 一時預かりでも。患者さん終わるまで。難しいことない気もするけ

どね。 

〇委員（佐藤智子君） 職員のための保育所だから断られる。 

〇委員（斎藤 實君） そんなこと言ってたらあれだよ。どこまで行ったって黒字になんて

ならないよ。何もかも要望のために別のもの作らないとなんないしっていう発想自体もお

かしいんでないかなと思うけどな。 

〇委員（関口正博君） 病児病後児保育に関しては本当に、本当だったらここの保育園にね。

ここの部分だけでも総合病院の保育園にお願いできないものかね。今中身がどういう状態

になってるかわかんないけども。 

〇委員長（赤井睦美君） 総合病院の保育園使わせてほしいってなったら、住民生活課じゃ

なくて病院か。 

〇委員（関口正博君） あれ全部病院会計の中に入っているの。 

〇議長（千葉 隆君） そうだ。ただ、０歳児とかになったら１対１だから。そしたら臨時

的な出来事に１人ちゃんと雇えるだけの体制とれるかっていうのは、やっぱり保育士の確

保の問題と、その人件費だと思うんだよね。年長さんとかだったら１人くらい入れても良い

かなって部分あるかもだけど、０歳児とか１歳児は２歳児も１対なんぼでなかったか。 

〇委員（黒島竹満君） 法も駄目だって１回そういう話聞いたことある。 

〇議長（千葉 隆君） 条例上は駄目だよ。今の条例上なら。 

〇委員（斎藤 實君） 町立でやってるもんだもの、臨機応変に物事考えればすぐ問題解決

するべさ。問題はあと人の問題だけでしょう。 

〇委員（関口正博君） これ０歳児ってさ、今現在においても一時的な預かりって個人的に

やってる方々って。 

〇委員長（赤井睦美君） 保育園は名前はあるけど。 

〇委員（関口正博君） あれは許可的な問題ってどんなもんなの。 

〇委員長（赤井睦美君） 許可っていうか、家庭的保育施設ってことで認可されてる。それ

は認められてるんですけど、町でやってる、くるみさんとかがやってる預かりは１歳からな

ので０歳はやっていないんですけど、要望はあるから今ちょっと検討しますって。病児病後

児保育は、山田課長が住民生活課の課長だったときに、ちょうど病院の保育園建てるってい

うような話があって、そのときにいずれは病児病後児の受け入れる施設にできればなって
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いう話が出てたんで、その当時はですよ。だから私はそれで進めれるんじゃないかなって。

できない課題というか、何が壁になっているのかを調べて。 

〇委員（関口正博君） そしたら病院の施設に関しては、園長先生は院長先生になるの、事

務長になるの。 

〇議長（千葉 隆君） 一般職でなかったか。病院長じゃなかった気する。 

〇委員（関口正博君） もしそうだとしてもその裁量でなんてできないよね。そこはしかる

べき町からの指示がなかったら。 

〇議長（千葉 隆君） 条例は変えることできるからさ、あと人だと思うんだよね。 

〇委員（斎藤 實君） だけどさ、自分が母親でだよ、１歳児いて自分が具合悪くなって、

そしたら乳母車と一緒にきてだよ、そして受付して、かかるときになったらちょっと看護師

さんに見ててねって、それくらいのことっていくらでも対応できる気がするんだけどね。そ

れができないんだもんな。 

〇議長（千葉 隆君） 病院でそういうの、サービスでやってるところないんだろうか、自

治体病院系でさ。病院のサービスの向上になるわけだからね。 

〇委員長（赤井睦美君） インフルエンザが蔓延したときが、もう６年か７年前にあって、

その時に子どもがインフルエンザなったら看護師さん出てこれないでしょ、そしたら病院

が進まなくなっちゃって、そのときだけ臨時に、空いている医師住宅にインフルエンザのお

子さんを集めて、病院で診てくれたんだって。だからできるんじゃないですかって言ったら

それは特別なんですって言われるんですよね。 

〇委員（斎藤 實君） それは常識の範囲でやればいいだけでさ。 

〇委員長（赤井睦美君） できないこともないんじゃないかなと思うんですけど、ここは調

べて話し合っていきたいと思います。雪の道路を見ると、一応１月いっぱいなんですけど、

これを目途に提言書を作成するということでどうでしょう。月に１回委員会あるので、次ま

でに自治体病院の実態を調べて、それを基にまた話し合いを。 

 じゃあ最後、ケアラーに関する条例についてをお願いいたします。 

〇議会事務局庶務係長（菊地恵梨花君） ケアラーの条例化についてだったんですけど、前

回の委員会の時にケアラーの条例を策定するということになりましたので、条例の比較と

して、議員提案のもの２つと首長提案のもの１つを載せております。その他にケアラー支援

に関する条例一覧ということで、各市町村の条例の概要を載せましたので、ご覧ください。

条例の策定に関しまして、条例の比較の方をみて、目的ですとか定義ですとか何個か項目が

ありましたので、その項目を、最後の方にありますケアラー条例の策定用シートということ

で何個か項目起こさせていただきましたので、これを皆さまで、この項目にはこういった文

言をいれたら良いんじゃないかということを各自考えていただいて、この紙に書いて９月

２９日までに事務局に提出いただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

〇委員長（赤井睦美君） ということで、これをご覧いただいて、シートの方に記入して今

月いっぱいまでに事務局へ提出をお願いします。それで、それを基にまた次回話し合いをす

るということで、よろしいですか。それじゃ次回はいつでしょう。 

〇議会事務局庶務係長（菊地恵梨花君） 次回の文厚は１０月１８日水曜日、この日、臨時

会が予定されていましたので、その臨時会終了後というふうに予定しております。 
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〇委員長（赤井睦美君） では１０月１８日に臨時会があるようですので、そのあと文厚と

いうことで。それじゃ９月いっぱいにケアラーのシートお願いします。その他、何か皆さん

からありますか。 

〇委員（大久保建一君） このケアラーのシートってさ、ワードかなんかで配れないの。 

〇議会事務局庶務係長（菊地恵梨花君） 配れます。 

〇委員（大久保建一君） したらメールで。 

〇議会庶務係長事務局（菊地恵梨花君） わかりました。 

〇委員長（赤井睦美君） 他にありますか。 

〇委員（佐藤智子君） この夏、すごく暑かったので、文厚に関わる公共施設って結構たく

さんあると思うんですけど、１つ例に挙げるとですね、町民ドックが８月の下旬にあったん

ですけども、名古屋から来ている先生やスタッフが多いんですけど、シルバープラザの中に、

廊下も含めてエアコンがないということで、暑い思いして３日間、受けている町民も暑かっ

たかもしれないんですけど、常駐している先生とか、スタッフさんがちょっとしんどい思い

をしたんじゃないかなって。シルバープラザ、今エアコンの状況ってどうなっているんだっ

けっていうのは、ホールだけはあるんだっけとか、そのへんちょっと曖昧なんですけど、シ

ルバープラザをはじめ、老朽化して今付けても半端だっていう所はあまり考えられないか

もしれないけど、公共施設に早急にエアコンが必要なんじゃないかなって思うのと、あと小

中学校で、国からも予算出て準備進んでいくんでしょうけども、各教室に、八雲小学校でも

実際どうだったけなっていうのは、保健室だけにつくんでしたかね。それだけじゃたりなく

て、伊達の小学校で２年生が亡くなったっていうのも今年ありましたから、小中学校にエア

コンをもっとつけなければならないと思うんですけど、どんなもんでしょうか。 

〇委員長（赤井睦美君） このことについて、みなさんから、どうでしょうか。 

〇委員（斎藤 實君） 両方あらばいいけどね。ただ、その前にね、これだけ暑くなってい

るのに、住民健康相談、決めたからってなんたかんたやらなきゃないのかって。もう少し年

通して、もうちょっと気候の良いときに移動しようかとか、いろんなこと考えたっていいと

思うんだよね。名古屋の先生方、北海道に来るのはちょうど良い気候だねって思ってくるけ

れどさ、もう何年間はもうそういう状況じゃないわけだから、いろんな行事も考えてもらい

たいと思うんだよね。 

〇議長（千葉 隆君） 時期的なものは難しいと思うんだよね。夏季休暇を利用してかき集

めてきてる。名古屋医大だとか、愛知医大だとか、それから医療専門学校だとか、医療機関

が５つか６つくらい来ているはずなんだよね。やっぱり夏でないと休暇取れないっていう

か、その先生の立場によるけど。看護師もきてるし、検査技師も来てるし。そういうのをい

っぺんに集めれるっていうのがあれなんで、なかなかその辺、要望はしても難しいと思うん

だよね。継続していくのもゆるくないっていう状況。 

〇委員（大久保建一君） 結構な人数ですもんね。 

〇委員（関口正博君） これ不思議なんですけど、住民健診は名古屋から先生呼んでやるっ

ていう、これ昔からのものなのか、なぜ総合病院の先生やらないの。 

〇委員（佐藤智子君） お互いのメリットっていうかね、大学側は。 
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〇議長（千葉 隆君） データ掴んでる。この地域こういう疾病があるよっていうのを。そ

して発表してるんだよね、学会で発表したり。だからその辺データを蓄積してる。八雲の先

生はそういう研究しないから。 

〇委員（佐藤智子君） そういうメリットっていうか目的をもって、長年八雲と交流してく

ださっているっていうか。血液とか尿とか受診者に研究用に保存して良いですかって。 

〇委員（関口正博君） でも名古屋から来ているってことはそれ渡航費から何から町がだし

ているってことでしょ。 

〇議長（千葉 隆君） うん、全部。 

〇委員（関口正博君） それだけのお金はらって名古屋から呼んでだよ。 

〇委員（佐藤智子君） でも町民は２千円で受けれるからね。 

〇委員（関口正博君） もっと効率的なこと考えれば、データ取るんであれば函館だとか北

海道大学だとかさ、町負担だって安くなるんじゃないの。 

〇委員（斎藤 實君） でも問題はさ、大学病院でデータ取って、どのお医者さんも活用し

ないってのもおかしいことなんだよね。 

〇委員（佐藤智子君） その町民ドック受けて、要精検とかって出れば地元の病院でね、診

て大きな病気発見できたって人もいるからね。 

〇委員（関口正博君） いや、やる内容に関してはね、名古屋だろうがどこの先生だろうが

そういうふうな結果を出していくんでしょ。なんで名古屋でなきゃなんないのかなってず

っと不思議ではあった。昔からの関連でそうなってるんだろうなとは思ってたけど。 

〇委員（大久保建一君） お互いの利害が合ったってだけの話。 

〇委員（関口正博君） でもそれによって負担が大きくてさ。もっと他にデータ欲しいとこ

ろなんていくらでもあるような気がしないでもない。ましてや患者を引き込むっていう意

味では。 

〇委員（佐藤智子君） 今その質問に答えれるものを持っていないんですけど。 

〇委員（関口正博君） ごめんね、ちょっと話ずれちゃった。 

〇委員（大久保建一君） シルバーの話しはさ、全部に必要だとは思ってないわけでしょ。

例えばあそこ新生児の健診とかもやってるんでしょ。だからそういうような、選んで、この

施設の最低限のこことここはつけれとか、いう話だったら現実的だと思うし。学校の方、計

画ないの。あるんでしょ。 

〇委員長（赤井睦美君） 前に、校長室と保健室とどこどこってあったんですね。それで私

たちは、やっぱり全教室に付けるべきじゃないかって言ったら、平均気温が 30℃を超える

日が何日かしかなくて、あとは夏休みだからいりませんって学校教育が断ったのさ。だから

計画としてはないと思う。 

〇議長（千葉 隆君） 違うと思うよ。今改築している八雲中学校はつけていると思うんだ。

それで最終的には全部つける計画だと思うよ。今とりあえず国保病院我々のあれで普通の

エアコンつけたっけさ。あれ全部取り外して、小学校には付けるって話は今出てきているか

ら。 

〇委員長（赤井睦美君） 熊石。 



 

38 

 

〇議長（千葉 隆君） 熊石に付けるのか八雲につけるのかわからないけど。だからそうい

うことも含めて、再度小学校にエアコンの設置の、熊石の国保病院につけてたやつは再利用、

再配備することと、その他の教室に年次計画で設置してくださいってことをもう一回やっ

た方が良いんでないの。シルバーの方はさ、講堂、大きい所使ってても足りないんだべさ。 

〇委員（佐藤智子君） 全館使っている。 

〇議長（千葉 隆君） 今回かなり苦情あったんだわ。苦情っていうか、来た人倒れるって

言ってたから、自分で。うちも施設の関係で行った人たちも、付き添って行った人も参って

しまう。 

〇委員（佐藤智子君） 心電図の部屋とかが結構こもるんだって。 

〇議長（千葉 隆君） それで途中から扇風機２台とか３台とか持ってきたっけ、先生に扇

風機やって患者にやらないからなにって。先生にはやって私たちにないのかいって。そして

みんな訴えたって言ってたよ、職員の人たちに暑くてどうもなんないって。 

〇委員（佐藤智子君） 待ってる時間も半端じゃないから。 

〇委員（大久保建一君） 心電図悪いデータでるな。 

〇委員長（赤井睦美君） とりあえずシルバーで良いですか。他には。 

〇委員（関口正博君） 優先的には学校の方が優先じゃないの。 

〇委員（倉地清子君） だって学校は今回夏休みも期間長くなって、これで良いだろうって

決めたけど、それを超えて、学校始まっても 30℃超える日があって、全然対応しきれなく

って体育の授業も延期になるし。保護者からも結構な要望ある。 

〇議長（千葉 隆君） 一番利用率多い所とさ、一番弱者のところからまずは優先順位決め

てさ、あっちもこっちもっていうよりも、先に小学校全部やったら中学校、そしてその他の

公共施設っていう順番をさ、やった方が現実的だと思うんだよね。確かに、倒れるっていう、

それも１日だっけ。だから先にやっぱり小学生のさ、低学年から、１年生からやっていって、

順次２年生、３年生、４年生ってやってさ、そして中学生。そして他の公共施設っていうふ

うに、ちゃんと優先順位つけてやらないと、声の大きなところに先につけられたって。 

〇委員（大久保建一君） サーモンやめたら一遍に付くんでないか。 

〇委員（斎藤 實君） 町長ならサーモンで儲けてつけるんだって言うかもわかんない。 

〇議長（千葉 隆君） 逆に言えばさ、国保病院の取り壊すやつは、そこから始まるんじゃ

なくて、そのときは中学校とかで、それまでに来年度から１年生から２年生３年生って、３

年あれば全部付けれるべさっていう予算付けられないのかって。 

〇委員（斎藤 實君） それが最優先課題だね。 

〇議長（千葉 隆君） だって、ゆるくないぞ、本当。 

〇委員（倉地清子君） 今中学校やってるけども、まだ使われてないんですよね。それで学

力が、どうしても朦朧としちゃうから。子どもたちの話しだけども、勉強に集中できないっ

て。 

〇委員長（赤井睦美君） そりゃそうだ。誰だってこの暑い中でやれって言われたら。 

〇委員（関口正博君） 命にかかわるからね。 

〇議長（千葉 隆君） 長くてもさ、来年から国保病院やるから、３年目には付けれるんだ

わ。だから３年計画で全部網羅するくらいのスピード感ないとさ。 
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〇委員（関口正博君） 何台必要なんでしょうね。八雲って何クラスあるんでしたっけ。 

〇委員（大久保建一君） １学年３クラスくらいじゃないの。 

〇委員（倉地清子君） いや、もう２クラスしかない。 

〇議長（千葉 隆君） まず普通の教室につけてさ、あと音楽室だとかは後で良いから。 

〇委員（大久保建一君） 15くらいじゃないか 

〇委員（関口正博君） 全地域熊石も合わせて 30 から 40 あれば各教室全部つけれるんじ

ゃないか。 

〇委員（倉地清子君） 特別支援学級もありますよね。 

〇委員（関口正博君） 仮に 50だったとしてもさ、50まではなんないだろうけど。 

〇議長（千葉 隆君） 最低ラインでそのくらいでさ、それ以上早くても良いみたいな感じ

でさ、言えば良いんじゃないの。 

〇委員（関口正博君） ２～３千万って考えれば上八雲の土地買わなければすぐ出てくる。

だからね、本当は冬休み中とか春休みの間に、来年の夏あたりに備えるくらいのスピード感

あれば良いけど、まぁ予算的には無理だろうけどさ。 

〇議長（千葉 隆君） 安平町を超えるぞ。付いてなかったんだから、安平町。クーラーつ

いてなかったんだから。 

〇委員長（赤井睦美君） 安平ね。びっくりした、私も。 

〇議長（千葉 隆君） 顔認証の所でもついてなかったんだから。 

〇委員（大久保建一君） でも、エアコンの効いている部屋もあるってことでしょ。だから

ここ何年度かはそこに避難するっていう。 

〇委員（関口正博君） でも換気はしっかり、機械立派なもの入れてたよね。 

〇委員（大久保建一君） 扇風機いっぱい付いてたね。 

〇委員（斎藤 實君） そしたら委員長、それお願いいたします。最優先課題で。 

〇委員長（赤井睦美君） 最優先でね、要望しましょう。他にございませんか。なれけば事

務局からありますか。 

〇議会事務局庶務係長（菊地恵梨花） ありません 

〇委員長（赤井睦美君） じゃあ以上で終わります。暑い中、しかも雨の中お疲れ様でした。 

 

〔閉会 午後 １時４４分〕 

 

 


